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平成12年度施政方針
山
の
ン
ン
ポ
ル
手
引
例
に
は
、

い
よ
い
よ
利
般
川
か
ら
の
市
化
川

水
が
本
格
的
に
出
水
さ
れ
ま
す
。

総
A
H
的
な
浄
化
対
策
を
あ
ら
た
め

て
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ホいん
以
削

ト
ド
立
、

K
H
川
J

山

.ro
-
-ドニ

ノ

イ

{

』
刈
刊
ト

H
41
1
1
hイ

tt

い
う
い
山
一
け
の
年
で
す
。

地
・
万
分
怖
が
逆
む
こ
と
で
ハ
治

体
の
円
以
任
は
ま
す
ま
す
主
く
な
り

ま
す
。
白
治
体
が
社
会
を
支
え
、

変
え
て
い
く
と
い
う
村
山
的
な
流

れ
の
小
で
、
市
民
と
の
削
船
附
係

の
怖
い
仏
を
仲
端
本
に
、
新
し
い
川
代

を
リ
ー
ド
す
る
技
孫
子
市
と
な
る

よ
う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
自
然
派
都
市
」

づ
く
り

的
い
の
料
地
の
似
合
や
下
川
以
前
ピ

オ
ト
l
プ
の
収
り
削
み
を
さ
ら
に

進
め
、

水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
か
ら
水

質
改
持
ベ
ス
ト
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
柏
市
、
沼
市
町
と
協
力

し
た
「
手
幻
間
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
挑
進
や
、
水
辺
の
山

地
な
ど
を
前
川
し
て
州
市
住
民
が

，、，、

上
や
円
扶
…
と
触
れ
A
H
う
焔
し
の
宅

川
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

手
幻
沼
の
魅
-M
に
よ

っ
て
首
都

聞
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
交
流

と
的
-M
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

生
き
生
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

亦
ち
ゃ
ん
か
ら
山
附
将
ま
で

市議会定例会で施政方針を述べる福嶋市長

、ーー

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た

m
m

文
段
の
サ
ー
ビ
ス
を
悦
供
し
て
い

き
ま
す
。

測
の
叶
一
仰
と
下
ど
も
の
附
仰
が
、

川
町
だ
け
で
な
く
、
迎
~
院
な
距
雌

を
保
っ
て
い
巾
内
に
近
府
で
き
る
住

宅
政
策
も
川
内ん
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
日
齢
社
会
で
は
、
「
移
動

の
し
や
す
い
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と

が
、
今
ま
で
以
卜
.
に
大
切
に
な
り

ま
す
。
山川附
μ
引
の
人
も
、
中
イ
ス

の
人
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た

人
も
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
渉
け

る
街
を
け
仰
に
、

「人
に
や
さ
し

、
『、

い
ま
ら
づ
く
り
此
州
」
を
進
め
ま

「
自
立
都
市
」
に
向

け
た
活
力
づ
く
り

市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活

動
や
生
担
字
削
川
が
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
ま
ち
の

一
つ
の

特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
い
山
此
の
前
助
を
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
佐
川
付
け
、
加
傾

的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

手
川
以
出
を
は
じ
め
我
孫
子
の
自

然
環
附
引
が
行
ん
だ
、
文
化

的
、
川
町
史
的
資
陀
を
川
か

し
な
が
ら
新
し
い
山
民
文

化
を
例
法
し
、
金
川
、
叶
一

川
介
に
的
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
・起
業
耐
の

間
性
化
も
戸小
川
，
欠
で
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て

北
係
f
ら
し
い
慌
た
の
行

成
に
以
w
hH
し
、
州
市
刷
出

業
の
叫
怖
い仏
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
「
商
業
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
舵
進
し
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
“
つ
く
り
の
基
本
方
針

。
手
賀
沼
、

J
H
O
軍
h
J
h
{

『

l

、

4
pq
お
刑
判
日
μ

古
利
根
沼
な
ど
を
法
か

し
た
「
自
然
派
都
市
」

。
我
、
孫
、
子
の
三
世
代
が
生
さ
生
さ
と
安
心

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

。
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
，つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「白
、五
都
市
」

め
ま
す
。

に
向
け
た
活
力
か
つ
く
り
を
進

本
の
折
定
は
地
捕
者
1
名
で
初
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
2
月
に
、
船

一円
2
丁
目
の
保
全
特
別
樹
林
対
象

地
区
の
地
航
者
か
ら
相
続
発
生
の

た
め
口
収
り
の
中
し
川
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
は
年
度
に
日

収
し
ま
す
。

av船
戸
緑
地
保
全
地
区
の
用
地
取

得

船

戸
緑
地
保
全
地
区
は
、
昭

和
白
年
8
川
に
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

保
全
地
区
と
し
て
品
川阿
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
0
・
7
ヘ
ク
タ

ー
ル
は
、
ほ
に
下
部
川川
布
地
と
し

て
収
叫
し
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

1

・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

地
柿
者
か
ら
相
続
発
生
の
た
め
に

日
取
り
の
山中
し
山
が
あ
り
、
川
円
滑
・

業
と
し
て
川
州
怖
助
を
前
川
し
て

は
年
度
か
ら
引
い
取
り
に
や
川
下
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
と
し

て
も
当
初
の
川
地
取
仰
と
同
級
に

3
分
の
1
を
負
担
し
て
い
き
ま
す

0

・
高
野
山
新
田
換
業
体
験
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

下
幻
れ

を
み
れ
る
ま
ら
づ
く
り
川
州
の

「州同
業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
必
本
榊
似
を
、
山
川
肝

第

1
の
柱
は

我
孫
子
の
自
然
構
造
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
収
り

込
ん
だ
2
山
i
町
の
統
.

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
手
釘

沼
の
魅
力
に
つ
い
て
的
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す

0

・
高
野
山
都
市
排
水
路
浄

化
施
設
の
故
普

本
施
設

の
流
山
水
は
、
山叩4
・Hぷ
・
リ

ン
が
日
い
仙
を
示
し
て
い

る
た
め
、
千
葉
県
と
協
議

を
虫
ね
、
京
紫

・
リ
ン
の

栄
必
塩
知
の
除
去
率
を
向

め
る
機
能
改
汚
を
阿
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

下川以
川
浄
化
呪
業
述
絡

会
議
の
が
決
と
し
て
、
ロ
・
日
年

度
の

2
カ
年
で
佐
伯
刊
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

-
手
賀
沼
沿
い
の
水
田
を
活
用
し

た
ビ
オ
ト
l
プ
モ
デ
ル
事
業

手

川
以
前
沿
い
の
中
小
川
を
6
G
O
O
-M

利
佐
伯
り
k
げ
、
年
間
を
泊
し
て

水
を
保
っ
て
、
市
民
参
加
で
水
辺

原
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す。

シ
ギ
、
チ
ド
リ
矧
な
ど
肝
九
の

ん
似
前
の
吋
能
性
を
小
心
に
把
似
す

る
た
め
、

ロ
・
日
作
皮
に
が
業
を

実
施
し
ま
す
。

-
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
の
保
全

手
川
以
沼
治
い
利
岡
林
保
全
条
例

に
必
づ
き
、
今
年
2
川
i
日
現
作

で
、
保
全
特
別
樹
林
の
指
定
・
契

約
は
地
権
将
げ
名
、
3
M
2
0
2

8
.灯
、
保
令
樹
林
の
指
定
は
地
柿

将
6
名、

3
8
9
4
灯
、
保
令
制

下
幻
れ
を
は
じ
め
と
す
る
必
ま

れ
た
内
然
環
境
は
、
将
米
に
波
り

我
孫
子
の
貸
屯
な
財
産
で
す
。
こ

の
財
泌
を
守
り
行
て
る
と
と
も
に
、

ま
ら
づ
く
り
に
侠
か
し
、
ぃ
山
民
や

パ
榔
凶
住
民
の
思
い
の
場
と
な
る

よ
う
、
M
M
倒
的
に
市
川
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

A'手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
.つ

く

り

け

年
3
川
に
、
我
孫
f
巾

・

柏
市

・
羽山市
町
の
2
市
1
町
で

「予
判
以
前
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
批
准
下
淀
川
明
似
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
ロ
年
度
は
、
本
榊
想
に
仰
向

げ
た
H
の
リ
l
デ
イ

ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
か
ら
、
「τ「
川
以
前
遊

覧
船
巡
航
訓
b
A
A

」
や
「
統

.
マ
ー

ク
の
凡叫
ん必
」
、
「
下
白
川
れ
八
以
の

内叫ん
必」
、
「
史
跡

・
名
勝
巡
り

コ

ー
ス
の
ぷ
(
戸

を
行
い
ま
す
。

イヒ線

平
成
句
年
第
1
田
市
部
会
定
例
会
が
2
月
却
日
に
開
会
し
、

福
嶋
浩
彦
市
長
は
冒
頭
、
別
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
新
年
度
の
重
点
穆
諜
を
5
つ
の
柱
に
ま
と
め
て
、

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
市
長
の
施
政
方
針
と
、

今
関
敏
男
教
育
長
お
よ
び
土
屋
忠
男
水
道
局
長
の
施
政
方
針

の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
市
長
の
施
政
方

針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
ス
ガ
イ
ド
宮
(部
)6
0
0

0

(コ
l
ド
8
1
3
#
)
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

複で力のなんみ線田成

H
次
頁
へ
続
く
H
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H
前
頁
よ
り
H

山
新
田
地
先
の
民
地
を
対
象
に
し

て
鍛
定
し
ま
す
。

こ
の
榊
想
で
は
、
民
地
保
全
を

目
的
と
し
た
新
た
な
川
町
山
政
支
援
策

の
検
対
、
体
験
水
田
の
場
の
提
供、

市
民
民
刷
の
充
実
を
図
る
予
定
で

す
。
地
椀
者
と
の
協
織
を
進
め
、

多
棉
な
鮭
仙
手
法
で
叶
回
実
現
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

A
V
手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
エ
ス
タ

蹴

境
庁
は
、

川
年
度
か
ら
日
年
度
に

一一、=

か
け
て

「
手
口
沼
水
循
開
回
復
辿

悦
パ
イ
ロ
ッ
ト
耶
撒
」
を
進
め
て

ま
す
。
こ
の

一
斑
と
し
て
、

は
年

度
は
、
千
梨
県
、
東
葛
6
市
2
問、

英
し
い
手
引
沼
を
愛
す
る
市
民
の

迎
合
会
及
び
山
階

μ知
研
究
所
に

よ
る
実
行
委
日
会
を
組
織
し
、
開

抗
庁
な
ど
の
凶
係
符
庁
か
ら
文
援

を
受
け
な
が
ら
、

山
月
の
手
口
沼

月
間
に
合
わ
せ
て
手
口
沼
ふ
れ
愛

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

-
古
利
根
沼
周
辺
の
保
全
・
活
用

(仮
称
)
古
利
根
の
森

公
園
の
西
側
部
分
1
・
ー

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、

3
月
日

日
か
ら
古
利
根
公
凶
自
然

観
察
の
森
と
し
て
開
設
し

ま
し
た
。
(
詳
し
く
は
、

6
面
参
照
)

ん米
側
部
分
の
l

・
2
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
、
引
き
続
き

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
な
が
ら
蛙
怖

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第

3
の
住
は

地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
振
興

地
域
に
回
収
ざ
し
た
産
業
の
活
性

化
は
、
街
に
活
気
を
も
た
ら
し
ま

す
。
口
い
物
し
や
す
い
商
府
街
や

新
鮮
な
野
菜
を
提
供
す
る
民
業
な

ど
、
市
民
の
生
活
に
省
治
し
地
域

と
と
も
に
育
つ
産
業
の
あ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

-
商
業
活
性
化
の
支
援

は
年
度

は
、
快
適
な
口
い
物
環
境
の
鮭
仰

と
し
て
「
浪
商
応
会
」
、
「商
栄

会
」
お
よ
び
「
湖
北
台
十
日
会
商

脳
会
」

が
行
う
街
路
灯
の
設
世
に

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
が

口
年
の
元
日.
に
問
先
行
を
予
定
し
て

い
る
、
向
山
街
マ
ッ
プ
の
作
成
を

支
援
し
ま
す
。
商
業
活
性
化
ビ
ジ

ョ
ン
に
柑
げ
ら
れ
た
各
施
策
を
叫
ん
山

口写

実
に
推
進
し
、
商
業
の
活
性
化
を

7

進
め
て
い
き
ま
す
。

4
v

，
 

m

a

v
我
孫
子
市
水
生
植
物
園
の
拡
充

「
f
sに

加
え
新
た

.ト

に
コ
ス
モ
ス
の
栽
培
を
行
い
、
花

を
凡
ら
れ
る
朋
川
を
長
く
し
、
市

民
や
制
光
客
に
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
充
実
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
観
光
而
か
ら
の
商

業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

.
緊
急
地
域
雇
用
特
別
基
金
事
業

市叫ん化す
る口刷
用
状
況
の
中
、
緊

急
地
域
周
期
特
別
法
金
耶
来
を
実

施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
創

第2の住は
三世代が安心して生き生き

くらせるまちづくり

我
孫
子
市
は
、

出
齢
化
・
少

子
化
に
加
え
、
子
育
て
世
代
の

転
出
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
子
行

て
世
代
の
定
住
化
に
向
け
た
支

援
策
な
ど
を
行
、
っ
と
と
も
に
、

だ
れ
も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し

業
者
支
援
研
修
」
は
、
初
代
か
ら

中
日
年
者
の
創
業
を
支
援
す
る
た

め
、
開
業
計
四
惜
の
作
成
な
ど
の

研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
今

後
も
、
新
規
の
創
業
と
限
用
の
創

出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

A'認
定
袋
業
者
支
援
と
生
産
基
盤

の
強
化
同
年
後
を
回
相
年
次
と

す
る
「
農
業
経
営
器
撤
強
化
の
基

本
的
な
椛
想
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
現
在
、

山
名
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
沼
定
品
業
者
を
附
や
し
て

い
く
必
繋
が
あ
り
ま
す
。
認
定
段

業
者
が
他
会
な
災
業
の
経
営
体
と

な
れ
る
よ
う
、州
制
地
取
得
や
機
械

施
設
の
改
良
等
へ

の
低
利
の
資
金

融
資
や
、
一
定
以
上
の
災
地
集
積

を
行
っ
た
組
織
へ
の
集
積
促
進
貨

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
担
い
手
育

成
恭
総
挫
備
事
業
を
継
続
し
て
災

業
生
産
法
鮮
の
確
立
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
災
地
の
利
用
集
積
を

促
進
す
る
た
め
良
地
流
動
化
推
進

事
業
に
よ
る
助
成
制
度
の
将
入
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

て
く
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
の

推
進

今
回
の
品
川西
は
、
こ
れ
ま

で
の
柿
祉
に
加
え
、
他
府
づ
く
り

が
主
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
の
理
念
を
「
安
心
と
ゆ

と
り
の
健
康
相
祉
都
市
我
孫
子
を

め
.ざ

し
て
」
と
し
、
副
題
を
「
生

き
生
き
あ
び
-」
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」

と
し
ま
す
。
計
画
期
間
は
、
は
年

度
か
ら
凶
年
度
ま
で
の

5
カ
年
で

す
。
1
4
8
の
主
要
引
業
の
中
か

ら
幻
の
主
点
事
業
を
設
定
し
、
保

健
・

医
療

・
柿
祉
を
総
合
し
、

一

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ

て
施
策
を
体
系
化
し
て
い
ま
す

0

.
介
護
保
険
制
度

要
介
能
認
定

に
つ
い
て
は
、

2
月
叩
日
現
在
で

申
前
件
数
1
2
0
0人
、
間
査
件

数
1
1
5
4
人
、
緋
托
判
定
件
数

8
3
1
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ら

は

・

ヲ

は

い

カ

い

痴
呆
症
状
で
俳
佃
な
ど
の
問
題

行
動
が
あ
る
ケ
l
ス
に
対
す
る
骨
格

査
判
定
の
市
の
指
針
は
、
厚
生
省

と
の
共
通
認
拙
を
何
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
指
針
に
誌
づ
き
介
諮
実

態
を
反
映
し
た
公
正
公
平
な
緋
査

判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
1

日
か
ら
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

第

4
の
住
は

市
民
が
楽
し
く
活
動
し
、
お
互
い

に
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

活
発
な
市
民
の
活
動
を
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
る
上
で
丞
裂
な

役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
受
け
止

め
、
そ
う
し
た
活
動
を
支
接
し
、

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
の
見
直
し
は

は
年
度
も
公
募
を
行
い
、
適
正
か

っ
効
呆
的
に
交
付
し
て
市
民
の
柄

拘
を
育
成
し
ま
す
。

a
v市
民
車
業
支
握

市
民
の
公
説

活
動
や
起
業
を
支
援
す
る
た
め
、

(仮
称
)
市
民
公
従
前
動

・
市
民

事
業
支
援
指
針
を
策
定
し
ま
す
。

指
針
に
基
づ

い
た
具
体
的
な
文

俊
の
桂
準
づ
く
り
や
支
援
セ
ン
タ

ー
の
開
設
な
ど
を
行
い
、

市
民

・

企
業

・
行
政
が
「
協
働
」
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

0

.
(
仮
称
)
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
お
よ
び
合
築
す
る
市
の
施
設

A
AH

築
方
式
に
よ
る
け
階
建
て
を

前
提
に
、
千
葉
県
と
市
そ
れ
ぞ
れ

が
推
備
す
る
施
設
の
内
容
や
規
模
、

引
業
費
の
負
担
割
合
な
ど
に
つ
い

て
、
制
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
来
、
-
階
か
ら
8
階
に
県

の
施
設
を
、

9
階
か
ら
け
階

(一

部
は
l
階
)
に
市
の
施
設
を
配
世

す
る
こ
と
で
概
ね
県
と
の
合
訟
を

糾
ま
し
た
。

主
な
施
設
は
、
介
護
詐
放

・
実

習
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
支
所
、
多
目
的
ホ
l
ル
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
叫
が
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
暖
セ
ン
タ

ー、

支
所
な
ど
を
市
が
撚
備
し
、

ロ
年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
ま
す

0

.
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
設
置

久
寺

家
地
灰
近
隣
セ
ン
タ
ー
は、

4
月

下
旬
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

管
理
運
営
は
「
久
寺
家
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
に
委
託
を
し
て

市
が
設
位
す
る
「
介
波
保
険
訓

政
委
員
会
」
は
、
M
I
介
世
認
定
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ
の
不
服

や
苦
情
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学

識
経
験
者
や
弁
諮
士
、

一引
祉
関
係

者
な
ど
、

5
人
の
方
を
委
員
に
安

眠
し
ま
し
た
。
市
民
の
介
設
を
受

け
る
柿
利
を
守
る
役
制
を
担
う
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
諮
保
険
事
業
計
四

(は
年
度
か
ら
同
年
度
)
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
器
撤
強
制
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

av高
齢
者
在
宅
生
活
支
援

問
附

者
等
に
対
す
る
日
常
生
活
支
援
、

生
き
が
い
対
策
、
寝
た
き
り
予
防

対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

市
の
日
齢
者
在
宅
生
活
文
回
世
間
中

業
実
施
規
則
に
誌
づ
い
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
峰
院
生
活
援
助
等
を
行
、っ

と
と
も
に
、
住
宅
改
造
貨
の
助
成

い
き
ま
す
。

日
肝
山
・

束
我
孫
子
地
区
近
隣

セ
ン
タ
ー
は
、
組
合
施
設
と
し
て
、

日
年
度
中
に
基
本
設
計

・
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。
近
隣
セ
ン
タ
ー

部
分
は
約
5
5
04m
、
複
合
部
分

は
3
0
0ぱ
悶
の
予
定
で
す
。
複

合
の
内
容
は
、

(仮
称
)
子
ど
も

交
流
広
場
と
天
王
台
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
設
計
は
、
今

も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

-
我
孫
子
北
地
区
の
福
祉
施
設

根
戸
小
学
校
の
特
別
教
室
椀
を

改
築
し
た
一制
祉
施
設
が
4
月
か
ら

開
館
し
ま
す
。
(詳
し
く
は
、

5

面
参
照
)

av休
日
診
療
所

日
附
・
祝
日
、

年
末
年
始
に
初
期
診
療
を
行
う

「休
日
診
療
所
」
が
、
2
月
6
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、
2
月
初
日
ま
で

ま
で
と
問
械
に
住
民
参
加
で
進
め

ま
す
。

-
市
民
手
づ
く
り
公
園

並
木
地

区
、
布
佐
地
区
の
モ
デ
ル
公
園
づ

く
り
の
成
果
を
踏
ま
え
、

地
域
の

一一
l
ズ
に
合
っ
た
特
色
の
あ
る
公

園
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針

と
な
る
「
市
民
手
づ
く
り
公
園
事

業
整
備
方
針
」
と

「実
施
要
綱
」

を
笠
疋
し
ま
し
た
。

は
年
度
か
ら
は
、
手
づ
く
り
公

聞
に
取
り
組
む
市
民
活
動

団
体
を
広
報
で
募
集
し
、

本
格
的
な
事
業
展
闘
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

A
V
公
式
ホ
l
ム
ぺ
l
ジ
の

開
設

市
制
施
行
列
周
年

記
念
事
捻
と
し
て
位
世
づ

け
、
市
政
に
閲
す
る
情
報

の
発
幻
を
は
じ
め
、
く
ら

し
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
市
民
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く

場
な
ど
、
情
報
化
の
利
点

を
生
か
し
て
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

4
日
間
の
受
珍
者
は
3
0
3人
で

し
た
。
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

諜
剤
師
会
と
の
述
携
を
強
め
、
休

日
診
療
所
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

-
健
康
・
つ
く
り
う
ん
ど
う
教
室

天
王
ム
口
一
山
公
凶
に
放
出
し
た
迎

動
遊
共
を
活
用
し
、
う
ん
ど
う
救

護
を
月
l
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

教
室
の
1
回
当
た
り
の
参
加
者
は

平
均
認
名
で
す
。

は
年
度
は
布
佐
南
公
闘
に
施
政

強
制
を
行
い
、
中
川
年
齢
者
の
他

山
の
保
持
と
寝
た
き
り
予
防
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

a
v
(
仮
称
)
子
ど
も
交
流
広
場
の

設
置

子
ど
も
た
ち
ゃ
剃
の
出
会

い
の
中
で
、

自
由
で
楽
し
い
遊
び

の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な

る

(仮
称
)
子
ど
も
交
流
広
場
を

小
規
模
児
虫
館
や
子
ど
も
の
遊
び

坊
の
モ
デ
ル
と
し
て
位
世
づ
け
、

第5の往は
生活の買を向上さぜる

都市基盤の整備

市
民
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
交
通
環
境
の
蜂
備
や

街
の
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
快
適
に
く
ら
し
つ
づ
け

ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
我
孫
子
駅
南
北
の
都
市
改
造
事

業

我
孫
子
駅
前
七
地
区
画
整
型

事
業
は
、
イ
ト
I
ヨ
l
カ
ド
!
の

南
側
、
区
画
道
路
8
号
制
の
開
通

(仮
称
)
日
野
山
・

東
我
孫
子

近
隣
セ
ン
タ
ー
と
の
組
合
施
放

と
し
て
政
世
し
ま
す
。

-
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か

り
事
業

こ
の
事
業
は
、
保
有

国
に
迎
聞
し
て
い
る
乳
幼
児
の

「病
気
回
復
迎
に
病
院
が

一
時

的
に
預
か
る
病
児
保
育
で
す
。

市
内
の
病
院
な
ど
凶
係
機
附
と

協
離
を
進
め
、

ロ
年
度
後
半
ま

で
に
は
実
踊
し
て
い
き
ま
す
。

に
よ
り
、
駅
周
辺
へ
の
利
便
性
が

よ
り
向
上
し
ま
し
た
。
は
年
度
は
、

駅
前
交
送
付
近
を
車
内
…
に
国
道
3

5
6号
周
辺
の
未
移
転
辿
物
の
移

転
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
七
地
区
画
推
理

事
業
は、

H
年
度
で
す
べ
て
の
辿

物
の
移
低
が
完
了
し
ま
し
た
。
ロ

年
度
は
引
き
続
き
、
駅
東
側
の
未

蛙
備
地
区
の
造
成
工
事
と
、
都
市

計
聞
道
路
3
・
4
・
初
号
線
の
早

期
供
用
開
始
に
向
け
未
整
備
部
分

の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

av湖
北
駅
北
口
盤
備

叫

・
市
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
部
活
で
柿
成
す
る

別
格
会
議
に
お
い
て
、
山
辺
湖
北

一
特
↑
半
場
叫
酬
が
県
施
行
の
街
路
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
段
終
的

な
訓
監
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
年
度
に
駅
前
広
場
の
都
市
計

画
決
定
に
向
け
て
の
恭
礎
的
別
査

に
沼
手
し
て
い
ま
す
が
、

ロ
年
度

も

υ年
度
の
業
務
を
継
尽
し
た
う

え
、
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
の
作

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

H
次
頁
に
続
く
H



• 

， 

道
路
計
画
に
対
す
る
市
民
の
関
心

の
刊
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
投
符
の
説
明
会
は
、

肝

m市、
柏
市
、
沼
市
町
と
順
次

開
悦
さ
れ
ま
し
た
。

A
，凪
の
泌
明
会
は
、
市
民
の
な

什ん
を
反
映
し
つ
つ
、
公
山
で
辺
路

沖川附
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
、

P
I

(パ
ブ
リ
ッ
ク

・
イ
ン
ポ
ル

プ
メ
ン
ト
)
方
式
の
山
党
内
…
に
れ

た
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
検
討
素
案
の
我
孫
子
市

内
の
ル
l
ト
に
は
、
住
環
境
や
自

然
環
境
に
対
し
き
わ
め
て
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す。

市
で
は
今
後
、

市
議
会
や
市
民
の
方
々
の
立
向
を

卜
分
に
断
ま
え
、
p
I方
式
の
あ

り
方
、
進
め
い
刈
に
つ
い
て
地
投
折
、

千
葉
県
、
関
係
市
町
と
協
議
し
て

い
く
と
と
も
に
、
ル
ー
ト
、
制
也
、

邸
境
等
を
十
分
検
川
し
、
必
必
な

提
一.パ
や
民
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
答
申
の
実
説
に

向
け
て
、
国

・
県
等
の
協
力
を
作

な
が
ら
、

J
R
点
円
本
に
強
く
民

的
し
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す

0

.
新
木
駅
南
北
連
絡
通
路
の
盤
備

一
新
木
駅
の
柿
上
化
は
、

J
R
か

ら
の
れ
刊
金
を
合
め
た
資
合
作
川州

等
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
白
治
併

協
議
に
入
る
段
附
で
あ
り、

早
川

治
手
は
凶
雌
な
状
況
で
す
。

こ
の

た
め
ロ
年
度
は
、
現
在
の
防
総
柿

を
利
川
し
て
、
市
側
か
ら
駅
を
利

用
で
き
る
通
路
の
整
備
を
先
行
し

て
行
い
ま
す
。

-
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
つ
く
り

抜
孫
子
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
3
川
9
け
か

ら
利
川
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
(詳
し
く
は
、
5
面
参
照
)

ロ
年
度
は
、
湖
北
駅
出
口
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
位
工
が
を
し
ま
す
。

区
管
内
貯
留
技
術

・
並
木
地
区
間川

水
路
改
修
の
3
事
業
に
つ
い
て
、

特
に
催
先
順
位
を
定
め
ず
同
附
に

取
り
組
み
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

刀
手
し
て
い
き
ま
す
。

-
成
回
線
の
輸
送
力
盤
備

当
刷
、

次
則
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
て
、川
悦

訂
施
設
で
の
明
発
符
に
よ
る
利
似

性
の
向
上
を
強
く
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
1
月
幻
自
に
は
、
迎
輸

政
策
審
開刷
会
で
恭
一蹴
さ
れ
て
い
た

「
東
京
国
に
お
け
る
交
通
網
の
整

備
基
本
計
画
に
つ

い
て
」
の
作
中

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
成
回
線
は
、

「既
設
路
綿
の
改
良
与
の
引
業」

の
な
か
で
、
「
沿
線
開
発
の
進
捗

等
に
伴
、
つ
愉
送
前
説
助
向
を
肋
架

し
、
日
n
V保
安
施
設
改
良
、

行
辿

い
施
設
の
新
設
等
を
わ
う
」
と
い

う
愉
送
力
附
加
を
凶
る
路
線
と
し

て
位
位
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

用
地
口
収
と
1
件
の
建
物

移
転
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

は
年
度
は
、
約
1
2
0
0

.ぱ
の
用
地
口
収
と

2
件
の

辿
物
砂
帽
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
(
仮
林
)
新
木

・

布
細
川
酬
は
、
出
出
町
と
辿

抑
を
閃
り
な
が
ら
引
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
域

内
で
は
、
新
木
下
か
ら
中

↑
沼
出
地
先
ま
で
の
区
間
9

5
0
mを
現
行
幅
只
5
m

か
ら
け

m
に
拡
制
整
備
し

一
ま
す
。
ロ
・
日
年
度
の
2

カ
年
で
辿
路
築
造
工
引
を
行
い
、

旧
作
皮
の
引
業
完
了
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

-
天
王
台
流
域
の
浸
水
対
策

附

析
削
有
を
附
ま
え
な
が
ら
も
、
早

川
に
市
栄
を
実
施
す
る
た
め
に
、

天
王
台
上
流
訓
鴨
池
築
造

・
米
地

第1017号

さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
推
進

市
栄
の
実
施
に
中
I
た
っ
て
は
、

現
在
の
行
政
改
市
指
針
は
、
川

進
め
る
組
織
と
し
て
円
縦
し
、

批
小
の
コ
ス
ト
で
此
大
の
幼
来
年
肢
を
n
M
M
と
し
て
い
た
た
め
、
柔
軟
で
多
椋
な
取
り
組
み
を
可

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

比
山
し
が
必
誌
で

す

。

能

に

し

ま

す

。

そ
の
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
行
今
後
も
品
川
点
的
に
取
り
組
む
必
即
日
現
部
門
と
し
て
は
、
企
州

政
改
市
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

災
の
あ
る
抑
制
と
し
て
、
「
組

織

別

盟
主
を
設
問
し、

総
務
部
も

機
山
制
改
山中」

「
人
引
制
度
改
市
」
改
組
し
ま
す
。

「財
政
改
市
」
「
市
民
活
動
支
援
」
施
策
舵
巡
部
門
に
つ
い
て
は
、

「的
報
化
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

上
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
見
直
し
す
る
た
め
、
現
行
の
市
民
部
を

を
行
い
ま
す
。

改
組
し
、
ま
た
、
市
民
と
協
働

そ
し
て
、
地
方
分
柿
を
煩

い

、

し

て
施
策
を
舵
逃
す
る
部
門
と

市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

逃

し

て

、
新
た
に
環
境
生
前
部
を

め
る
市
役
所
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

設
世
し
ま
す
。

4
川
か
ら
新
し
い
組
織
を

ス

タ

新

た

な

体
制
の
も
と
、
柔
軟

l
ト
さ
せ
ま
す
。

新
し
い
机
織
で

で

航
断
的
な
迎
営
を
儲
立
し
、

は、

施
策
推
進
部
川
と
こ
れ
を
文
ま
す
ま
す
多
純
化
す
る
市
民
の

控
す
る
何
日
出
部
川
と
を
分
蹴
し
、
災
削
己
を
雌
尖
に
実
現
し
て
い
き

加
を
川

一
の
図
版
や
川
一
件公
務
を
ま
す
。

ま
た
、
湖
北
駅
南
側
の
湖
北
台

保
打
凶
前
の
歩
道
、
図
件
館
十叩
佐

分
館
か
ら
布
佐
駅
へ
向
か
う
歩
道

な
ど
の
改
良
を一
行
い
ま
す
。

-
国
道
山
山
号
「
千
葉
相
道
路
」

昨
年
ロ
川
の
辿
設
約
の
説
明
会

に
は
、
約
4
5
0
人
の
参
加
折
が

あ
り
、
住
職
域
へ
の
信
州
け
を
懸
念

す
る
山
'
や
今
後
の
進
め
方
に
刈
す

る
不
安
が
多
く
市
せ
ら
れ、

当
該

H
前
頁
よ
り
H

.
道
路
の
聾
備

手
口
、
出
公
刷

・

久
寺
家
川
酬
は
、
手
白
出
公
刷
入
け

か
ら
川
千
郊
銀
行
ま
で
の
区
川
5

0
0
mを
、
川

μ
凶
m
で
税
制
し
、

同
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
約
2
0
0
o
d
の

~ -、=

-
l・
l
・

l
・

l
・

i
・

i

税
制
御
設
備
の
設
置
な
ど
の
主
安

事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
状
は
給
水
人
口
が

約
ロ
万
人
、
ー
日
最
大
給
水
誌
が

け
年
ロ
月
引
口
に
記
録
し
た
4
万

3
0
5
l
d
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

認
可
の
内
科
を
下
川
っ
て
い
る
た

め、

ロ
年
度
以
降
も
第
4
次
拡
張

恨
業
の
必
可
引
瓜
を
継
続
し
ま
す
。

必

-r原
浄
水
場
と
久
ふ
ん
氷
浄
水

助
の
配
水
ポ
ン
プ
股
山
市
け
業
は
ポ

h
M
d
十
ず
で
す
が
、

ロ
年
度
以
降
に
繰

り
延
べ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

配
水
管
の
布
設
替
え
は

湖
北
台
3
丁
目
を
中
心
に
施
工

示
し
て
い
ま
す
が
、
節
水

山市
八
(の
将
及
や
節
水
意
識

の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

水
道
事
業
経
営
の
主
な
財

源
で
あ
る
使
川
料
金
の
附

収
が
則
待
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

市
の
行
政
改
山
中
折
針
の
屯
点
施

策
の

一
段
と
し
て
、
組
織
の
的
性

化
、
純
資
の
削
減
努
を
け
的
に、

水
道
川
で
も
は

ιし
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
紡
浪
、

ロ
年
度
か

ら
剥
行
の

3
税
体
制
か
ら
給
水
却

を
統
合
し
、

2
政
体
制
と
し
ま
す
。

ま
た
、

泣
年
の
経
済
情
勢
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
滞
納
者
が
矧
加
傾

向
に
あ
り
、
ロ
年
度
も
滞
納
整
理

を
強
化
し
て
使
用
料
金
の
徴
収
率

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

第

4
次

描

張

事

業

は

ロ
年
度
も
継
続
し
て
実
施

第
4
次
拡
張
引
業
は
、
dr成
2

年
度
に
「
叫
川
阿
給
水
人
日
ロ
.力
8

5
0
0人、

-
H祉
大
給
水
日以
5

万
6
0
0
o
d」
で
認
り
を
受
け
、

U
椋
年
度
の
日
年
度
ま
で
に
山
度

比
叩
水
処
理
施
設
の
地
設
、

中
失
敗

児
へ
の
通
級
指
導
や
介
助
員
の
配

位
、
学
習
院
主
児
や
情
緒
附
巾
一日見

の
指
導
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、

国
や
叫
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
る

と
と
も
に
、
新
た
に
配
附
さ
れ
る

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
前
川
し
て
、

教
職

μ
へ
の
印
刷
修
を
充
実
し
ま
す
。

@
幼
児
教
育
の
充
実
保
打
倒
、

幼
椛
剛
と
小
学
校
教
行
と
の
辿
般

を
深
め
る
と
と
も
に
、利払
い
込
幼
脱

出
等
補
助
金
の
充
実
と
川
市
な
支

給
に
努
め
ま
す
。

⑤
学
校
施
設
の
整
備
・
充
実

耐

民
診
断
淵
貸
付
米
に
辿
づ
く
校
舎

の
改
修
、
小
学
校
の
給
食
施
設
の

改
善
、
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

閲
述
機
器
の
入
れ
答
え
、
中
学
校

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
、
心
の

教
室
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

h
p
生
き
が
い
の
あ
否
生
活
と

唖
心
を
満
た
す
生
涯
学
習
の
充
実

市
民
の
中
.波九千
判
的
動
を
似
附

し
、
総
合
的
体
系
的
な
生
雌
学

刊
を
挑
進
す
る
た
め
に
、
4
つ
の

引
業
を
行
い
ま
す
。

①
生
涯
学
習
基
本
構
想
の
策
定

情
報
提
供
や
学
判
明
業
な
ど
、

生
鹿
学
習
の
総
合
的

・
体
系
的
な

批
進
を
図
る
た
め
、
生
探
学
刊
誌

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

②
生
涯
学
習
施
設
の
誌
充

(仮

体
)
生
波
学
官
セ
ン
タ
ー
は
ほ
年

度
か
ら
住
設
工
悦
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、

公
民
飢
の
間
航
時
川
を

乍
後
9
時
ま
で
と
す
る
夜
川
開
館

日
を
、
剥
4
円
に
拡
大
し
ま
す
。

①
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
山
民

が
・
正
体
的
に
他
山
づ
く
り
や
仲
川

づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
の
将
ぷ
と
、
同
体
や
グ
ル
ー
プ

の
有
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

@
学
習
情
報
の
収
集
・
提
供

ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
生
涯
学

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
生
保
学

習
に
凶
述
す
る
間
報
の
収
集
と
世

供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
や

活
動
を
行
う
市
民
が
刊
少
年
健
全

行
成
活
動
な
ど
地
域
課
組
に
取
り

組
め
る
よ
う
岡
山
助
し
て
い
き
ま
す
。

P
地
域
に
根
ざ
し
た
雷
リ
高
い
市
民

唖
文
化
を
剖
る
自
主
的
活
動
の
充
実

泣
跡
や
文
化
辿
践
の
保
存

・
日

川
を
凶
り
、
市
民
に
情
報
を
提
供

し
、
円
、
.k
的
市
助
の
条
件
被
仰
を

進
め
ま
す
。

①
我
係
ιJ市
山瓦迎
山X

「似
始
・
山

代

・
中
叶
一
編
」
を
発
刊
し
ま
す
。

②
旧
村
川
別
荘
の

m地
を
取
得
し
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て

の
活
用
を
凪
り
ま
す
。

①
市
民
の
向
主
的
な
芸
術
・
文
化

活
動
の

一
一mの
陥
批
准
と
発
去
の
場

の
充
実
を
凶
り
ま
す
。

@
内
川
の
博
物
館
の
展
示
問
ソ
フ
ト

の
改
良
や
、

M

KH
加
の
閃
バ
資
料

の
税
制
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
川
崎

崎
文
化
財
枇
町
四
日
れ
の
布
佐
市
小
松

山
ぬ
へ
の
移
転
に
作
い
、
児
軒
以

・
生

徒
が
市
の
版
山
に
に
山
接
触
れ
ら
れ

る
よ
う
に
施
設
巡
九
日
を
行
い
ま
す
。

水道事業経営方針

土屋忠男水道局長

教
育
委

今員
開会

讐元
蚕政
同メJ

長多十

び透鼠

電
し
、
科
学
佼
で
の
地
域

人
材
の
前
川
、
チ
ー
ム
テ

ィ
l
チ
ン
グ
の
令
佼
配
位
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
前
町
教
育

な
ど
、
地
域
に
聞
か
れ
た

特
色
あ
る
学
技
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

②
健
康
教
育
の
充
実

道
徳
教
行

な
ど
を
通
じ
て
「
人
を
思
い
や
る

心
」
を
昨
日
て
る
と
と
も
に
、
「心

の
相
談
日
」
を
活
用
し
て
い
じ
め

や
不
殺
校
で
悩
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
活
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
家
峰
、
ス
ポ
ー
ツ
同
体、

子
ど
も
会
な
ど
の
協
-Mを
得
て
、

子
ど
も
た
ち
の
体
h
H
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑦
障
害
児
教
育
の
充
実

就
m
r
折

小
村
委
以
会
に
よ
る
就
学
に
閲
す
る

柿
附
の
実
行
刊
に
つ
い
て
、
検
討

を
低
ね
て
い
き
ま
す
。
屯
桜
陣
ん
い
U

米
人
円
に
対
応
で
き
る
水
辺
施
設

劇
院
」
「
既
設
施
設
の
必
桁
化
に

伴
う
克
新
鴨
川
川
川
同
」
を
車
内
…に、

給
木
川
製
に
山
し
た
幼
市
的
な
明

来
迎
刊
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

は
年
度
は
、
必
本
一川州
に
位
此

づ
け
ら
れ
た
引
業
の
選
択
を
行
い
、

短
期
に
実
施
す
べ
き
優
先
恨
業
に

つ
い
て
、
日
年
度
を
初
年
度
と
す

る
3
カ
年
実
施
計
画
と
財
政
計
画

に
ま
と
め
ま
す
。

2
年

連

続

で

赤

字

決

算

経
費
節
減
と
収
入
増
に
努
力

8
年
度
は
木
辺
仙
川
料
令
の
改

定
に
よ
り
、
約
i
8
8
0
万
円
の

利
M

怖
が
山
ま
し
た
が
、

9
年
度
は

約
2
8
5
7
M円、

同
年
度
は
約

2
4
4
8
刀
円
の
亦
字
決
鮮
に
な

っ
て
い
ま
す
。

給
ぶ
件
数
は
緩
や
か
な
伸
び
を

ロ
年
度
の
什
越
本
万
針
を
「
個
性

を
尊
近
し
、
生
泥
を
通
じ
て
、
互

い
に
学
び
合
、つ
」
こ
と
と
し
、
そ

の
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
3
つ
の

施
策
を
舵
進
し
ま
す
。

'
笠
涯
学
習
の
基
礎
・基
本
・
を
培
う

‘
字

綬

教

育

活

動

の

充

実

間
性
を
州
中
屯
し
、
社
会
の
変
化

に
刈
応
で
き
る
資
質
や
能
-Mと、

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
-M」
を
行

む
た
め
、
次
の
5
ト
リ
…
に
配
峨
し
て

や
校
教
刊
の
充
実
を
凶
り
ま
す
。

l
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

新
乍
刊
指
導
袋
加
の
制
神
を
作

引
世
紀
の
経
営
指
針
と
な
Z
M

水
道
事
業
基
本
計
画
を
策
定

安
価
な
料
金
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
水

道
官
・
業
の
効
事
的
な
巡
併
が
不
可

欠
で
す
。

公
共
の
安
全
と
利
川
将
サ
ー
ビ

ス
の
視
点
に
立
っ
た
以
朋
的
民
望

を
凶
る
た
め
、
予
成
日
午
度
に
引

計
一
紀
の
給
公
指
針
と
な
る
必
本
山
川

州
を
策
ん
-
ぬ
し
ま
し
た
。

必
本
社
州
は
、

日
燃
と
な
る
J
「

成
初
年
度
の
市
川
州
給
水
人
ハ
を
凶

.
h
4
8
7
0人
と
舵
中
川
し
、

「将

配
水
管
総
延
長
の
部
%
は
鋳
鉄

mり
な
ど
で
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

残
り
の
は
%
に
あ
た
る
約
印
刷
は

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
で
す
。

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
耐
一高
性
の

而
で
材
質
的
に
劣
り
、
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
た
め
、
鉱
鉄
管
へ
の

早
期
の
布
設
伴
え
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
5
Mね
皮
を

u慨
に
か
叩
ぷ
mmu
え
を
進
め
て
お
り
、

は
年
度
は
湖
北
ム
H3ruを
小
心

に
工
呪
を
行
い
ま
す
。

(3) 2000.3.16 
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すまし
(素案)

概要を公表
の環境基本計画

市
で
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
、
良
好
な
環
境
を
つ
く
り

出
す
た
め
、
平
成
9
年
に
環
境
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ

の
条
例
に
基
づ
い
て
、
今
後
の
環
境
政
策
の
あ
り
方
を
明
ら

か
に
す
る

「環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
計
画
は
平
成
均
年
度
か
ら
初
年
間
の
環
境
政
策
の

あ
り
方
を
平
成
世
年
度
中
に
ま
と
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ

の
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
、
今
後
の
計
画
“つ
く
り
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

:地形を感じられる
べ我孫子一周の道

(ハケの道)

d
H
H
q
d
 

聖

a

，
sa---

つながり

図想--
1'r.J {f(jJ 三言

視点
*我孫子の自然の成り立ち

*くらし・ライフスタイル

*自然のサイクjレ
*地区づくり

*協働連携

*市民・ij}業者の活動を支える行政

*行政の率先行動

計画の基本的な考え方
-私たちが加害者である手自沼をみつめて

-くらしからの負荷に悲鳴をあげる環境に震を傾けて

.我孫子の自然の成り立ちを踏まえて

-我孫子で培われてきた自然と寄り添うくらしを学ん で

.環境づくりはくらしから

環境基本計画の体系

そして手賀沼と共存する
まちづく りをめざして

キャッチフレーズ計画の目標、

人と鳥、
(仮称)

環
まちの構造づくり

環境を支える地区

づくり

一地区の活動で
環療を創り出そうー

環織のシンボル・
手賀沼を誇れるま

ちづくり

環境にやさ しい新

たなライフスタイ

ルの創造に向けて

環境にやさ しいくら

しを支える社会シス

テムの確立をめざし
て

環療を活用したま

ちの活性化をめざ
して

• 

境

つ
く

ま
ち
の
骨
格
づ
く
り

ま
ち
全
体
で
支
え
る
環
境
つ

く
り

地
区
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る

地
区
別
計
画

恵
み
豊
か
な
手
賀
沼
の
水
の

復
活
を
め
ざ
し
て

手
賀
沼
の
風
最
を
守
り
、
活

か
す

手
賀
沼
を
取
り
巻
く
人
々
の

輸
を
広
げ
る

環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
を

学
び
、
行
動
し
、
広
げ
る

環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す

る
く
ら
し
を
工
夫
す
る

く
ら
し
の
中
か
ら
快
適
な
住

っ
く

宅
地
環
境
を
創
り
出
す

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
創
り
出
す

く
ら
し
を
禽
か
す
環
境
問
題

を
解
決
す
る

新
た
な
資
源
循
環
型
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
挑
戦
す
る

健
全
な
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の

回
復
を
め
ざ
し
て

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
挑
戦

環
境
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開 の

百六

体

的

な

-
我
孫
子
の
自
然
構
造
を
活
か
し
た
環
境
軸
の

形
成

・
広
が
り
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
ゾ
ー
ン

の
活
用

・
全
市
的
ピ
オ
ト
|
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
.
つ
く
り

.
水
循
環
の
再
生

・
隷
の
保
全
と
再
生
で
つ
な
が
り
を
つ
け
る

.
我
孫
子
の
地
形
を
感
じ
る
し
く
み
づ
く
り

-
我
孫
子
北
地
区
・
我
孫
子
南
地
区

・
天
王
台
地
区

・
湖
北
地
区

・
新
木
地
区

・
布
佐
地
区

-
新
た
な
水
質
浄
化
対
策
に
取
り
組
む

.
安
心
し
て
泳
げ
る
手
賀
沼
を
め
ざ
す

-
手
賀
沼
を
守
り
、
手
賀
沼
を
育
む

e

手
賀
沼
を
感
じ
、
手
賀
沼
と
く
ら
す

-
市
民
と
の
新
た
な
連
携
を
築
く

・
多
く
の
人
々
の
知
恵
と
力
の
輸
を
広
げ
る

-
く
ら
し
の
中
で
環
境
学
習
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
活
動
を
広
げ
る

・
環
境
保
全
の
活
動
の
輸
を
広
げ
、
つ
な
げ
て

い
く

-
く
ら
し
を
工
夫
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
や

省
エ
ネ
に
取
り
組
む

・
身
近
な
く
ら
し
か
ら
改
善
に
取
り
組
む

自
然
が
感
じ
ら
れ
る
住
宅
地
づ
く
リ
を
進
め

る
-
く
ら
し
を
工
夫
し
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
り
出
す

・
自
然
に
育
ま
れ
て
き
た
文
化
や
知
恵
を
く
ら

し
に
取
り
入
れ
る

-
良
好
な
生
活
環
境
を
守
り
改
善
す
る

・
新
た
な
環
境
問
題
に
機
敏
に
取
り
組
む

資
瀬
循
環
型
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
発
生
源
か

ら
取
り
組
む

ま
ち
の
特
性
を
踏
ま
え
た
水
循
環
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
進
め
る

首
都
圏
の
人
々
と
の
連
携
を
め
ざ
し
て

展

開
女環境軸づくりの異体
的プログラム

女地形を感じられる我
孫子一周のみちづく
り(ハケの道)

重点プロ ジェク卜

女手賀沼水質浄化研究
ネットワークづくり

女我孫子らしい環境共生住宅の検討*発生源からの生ゴミ
処理システムの検討

女農業を活かした
まちの活性化

環
境
基
本
計
画
を

推
進
す
る
た
め
に

。
計
画
の
推
進
体
制
の
確
立

。
取
り
組
み
項
目
の
短
期

中
期
目
標
の
設
定

市
民
・

事
業
者

・
行
政
の

環
境
づ
く
り
の
た
め
の

行

動

指

針

作

成

• 
環境配慮指針

。環境にやさしい市民のくらしの工夫と事
業活動の例示

市の率先行動計画

。事業者としての市の取り組み項目と目標

。地球温暖化対策実行計画

皆さんのご意見をお待ちしています

「設
孫
子
市
環
境
必
本
計
酬

(ぷ
諜
)
の
概
要
」
に
つ
い
て

ご
な
は
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

郵
送

(
ハ
ガ
キ
・
封
阿
川
)
、
F

A
X
、
持
舎
の
い
ず
れ
か
の
万

法
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
附
を

明
記
し
、

3
川
引
日

(金」

ま
で

に
お
谷
せ
下
さ
い
。

な
お
、
「
我
孫
手
市
環
境
紘
一

本
計
聞
の
議
案
」
の
本
文
を
ご

希
宅
の
方
ほ
、
お
手
敬
で
す
が

市
役
所
手
賀
沼
課

(商
別
館
2

附
)
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
政
情
報
資
料
集

(本

庁
舎
l
階
)
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

V

あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

北

係
子
1
8
5
8
市
役
所
経
済
環

境
純
子
伐
的
ぷ
宮
(幻
)i
l
l

-
内
鰍
5
6
8、
フ

ァ
ク
ス

(
肪

)
5
2
2
2
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す
る
た
め
の
施
策
の
悲
木
的
な
考

え
方
や
行
財
政
迎
作
品
の
進
め
い
々
を

示
し
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
加
担
へ
の
対
応
も
合

め
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
政
孫
下
の

姿
を
ど
う
柿
き
、
ど
う
つ
く
っ
て

い
く
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ロ
年
度
は
、
必
本
榊
釦
謀
を

「
総
合
計
阿
税
議
会
」
へ
諸
問
し

ん
の
立
凡
を
計
画
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
地
区
公
拡
市
民
に

よ
る
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
椛
」

を
山
似
す
る
と
と
も
に
、
加
境
や

l
t、
w
p
K
H
E
段、

也
長
v
hム・
4
川
下
u

名

布

才

T
寸
泊
費

j
J
4
i・7

性
化
な
ど
、
部
門
別
の
合
同
会
議

を
段
位
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
識
経
験
者
や
間
体
の

代
表
者
却
名
に
よ
る
「
総
合
川
川

U'Aあ
J
q

，

税
制刷
会
」
(
山
口
陸
郎
会
民
)
を

設
世
し
、
詐
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。

て
終
中
を
受
け
、
市
議
会
に
設
楽

と
し
て
基
本
山
川
加
を
知
山
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
必
本
計
州
と

尖
施
仲
川州
の
鍛
定
作
業
を
進
め
、

引
世
紀
の
新
し
い
総
合
計
州
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
総
合
計
副
の
内
容
は
、

ま
と
ま
り
次
知
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

市
民
と
の
協
働
に
よ
り

新
た
な
総
合
計
画
づ
く

総
合
計
四
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
回
似
と
な
る
将
楽
部
市
保
と

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
越

本
梢
想
」
、
器
本
桝
恕
を
尖
却

す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を

一示
す
「
基
本
計
画
」
、
基
本
計

画
を
受
け
て
財
政
計
画
と
迎
合

し
た
市
栄
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す

「尖
施
叶
阿
」
の

3
つ
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

り
進
む

て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
総
合
計
画
は
こ
う
し
た

状
況
を
受
け
、

①
H
十
急
に
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
叫
組

へ
の
対
応
②
市
民
と
市
が
共
抗

す
る
将
来
の
ま
ち
の
姿
や
、
そ
こ

に
く
ら
す
市
民
像
の
明
雌
化

①

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
確
実
な

行
財
政
運
営

@

市
民
主
体
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た

め
に
、

引
世
紀
を
m脱
出
す
る
こ
の

附
則
に
ま
ち
づ
く
り
指
針
と
し
て

策
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、

市
で
は
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
な
凡
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

佐
代
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
訓
任
を
尖

施
し
ま
し
た
。

(下
表
参
照
)

総合計画のしくみ

実施計画

新
総
合
計
画
策
定
の
背
崇

2
0
0
1
年
4
月
の
ス
タ
ー
ト
に
む
け
て
、
平
成
叩
年
4

月
か
ら
始
ま
っ
た
市
の
総
合
計
画
づ
く
り
は
、
山
登
り
に
た

と
え
る
と
、
よ
う
や
く
7
合
目
に
た
ど
り
つ
い
た
と
こ
ろ
。

市
民
と
市
の
協
働
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
、
総
合
計
画
づ

く
り
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

我
孫
子
市
は
、
昭
和
印
年
に
、

平
成
は
年
肢
を
目
際
と
す
る
桂
木

柵
叫
を
定
め
、
「
手
幻
沼
の
ほ
と

り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子

・
口
的
社
会
の

到
来
や
川
際
化

・
情
報
化
・
地
方

分
怖
の
進
版
、
部
境
川
組
へ
の
刈

応
な
ど
、

市
を
取
り
巻
く
社
会

・

経
済
的
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
こ

う
し
た
諜
姐
へ
の
和
紘
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

-Mと
な
る
市
民
の
活
動
と
辿
抑
し

た
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

合
川
訓
告
(邸
)

'
E
A
'
E
A

・B
・-
e
a
A

舎
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ま
た
、
市
民
委
只
会
と
作
業
委

μ会
が
共
同
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
作
業
を
行、
っ
「
合
同
会
議
」

を
組
織
し
ま
し
た
。

合
同
会
議
は
、
市
内
を
5
地
区

に
分
け
て
策
定
作
業
を
逃
め
、

「地
区
ま
ち
づ
く
り
椛
想
原
案」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

。
平
成
刊
年
度

「地
区
ま
ち
づ
く
り
榔
似
民
と

を
も
と
に
、

地
区
の
市
川
氏
の
押
さ

。「我孫子市におけるシニア男性の

地域社会での今後の活動意向調査J
(平成9年度)

@iまちづくりのための市民意識調査

(子育て世代の定住意向調査)J

(平成10年度)

@i市民意識調査(中学生アンケート)J

(平成11年度)

総省計画ホームページ
総合計画の策定経過がご覧になれます。

http://userl.ALLNET. 
ne.Jp./-abikoshi 

※アンケ一卜調査の慨要については、

企画課へお問い合わせ下さい。

総合計画を策定するために
実施したアンケー卜調査

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る

部
本
術
担
は
、
地
方
山
治
法
に
よ

り
議
会
の
級
決
が
必
裂
で
す
。

部
本
山
仰
恕
は
、
市
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
税
制
や
将
米
人
け、

土

地
利
用
の
方
向
性
な
ど
を
見
定
め

な
が
ら
、
市
民
と
市
が
つ
く
る
政

孫
子
の
将
来
の
ま
ち
の
姿
ゃ
く
ら

し
ぶ
り
の
日
仰
を
将
米
都
市
像
と

し
て
柿
き
、
将
来
都
市
保
を
尖
羽

。
平
成
叩
年
度

計
阿
づ
く
り
を
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
巡
め
る
た
め
に
、

羽
成
代
か
ら

ω此
代
の
市
民
犯
人

に
よ
る
「
総
合
計
副
策
定
市
民
委

以
会
」

(染
谷
幸
和
委
員
長
)
と
、

市
の
若
手

・
中
堅
職
H
H
刊
人
に
よ

る
「
総
合
計
削
策
定
作
業
委

μ会」

を
故
山
し
ま
し
た
。

_.... -、=

巾
泊
む
に
必
必
中
川
引
を
記
入
し
、

3
月
お
日
(木
)か
ら
引
臼
(
金
)
ま

で
は
市
役
所
生
前
文
短
説
社
会
係

官

(
お

)
i
l
l
-
へ、

4
川

3
H

{川
)
以
降
は
脱
げ
一
制
祉
セ
ン
タ
ー

宮

(
臼

)
3
4
3
4
へ
山
接
持
参

我
孫
子
北
地
区
の
制
祉
の
拠
点

と
な
る
複
合
施
設
が
完
成
し
、
4

川
に
全
同
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
厚
生
年
金

・
同

民
年
金
政
主
金
融
資
を
受
け
て
、

制

μ小
学
校
の
特
別
数
本
械
を
改

築
し
、
-
附
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー、

2
階
を
一
制
社
セ
ン
タ
ー

と
学
怒
川
旅
行
宅
と
し
て
政
側
し
た

も
の
で
す
。

川悦
.ド
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
4
川
l

M
(ヒ
)
に
、

川悦-ド
州
社

セ
ン
タ
ー
は
4
川
3
H
{H円
)
に
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

制
戸
小
学
武
保
育
室
は
、
引
っ

越
し
を
終
え
、
す
で
に
新
し
い
施

設
を
利
川
し
て
い
ま
す
。

rrs 

菜
子
駅
南
口
に
ロ
欽

μけ
が
完
戚

根戸デイサービスセンター・根戸福祉包ンタ圃・線戸'l'学童録音量

「寸 既存校舎を改築し

4月全面オープン

， 
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根
戸
デ
イ
ザ
'
ピ
ス
包
ン
タ
E

市
で
は
説
化
、
「
人
に
や
さ
し

い
駅
」
税
制
と
し
て
、

市
内
名
駅

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
設
問
を
進
め
て
い
ま
す
。

改
札
内
の
ホ
l
ム
附
段
部
分
は

J
R
米
日
本
が
、
北
札
外
の
駅
人

け
附
段
部
分
は
い
巾
が
設
問
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
我
孫
子
駅
と
天

王
台
駅
の
改
札
内
に
は
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
が
設
問
さ
れ
ま
し
た
が
、

他
の
各
駅
に
も
税
制
さ
れ
る
よ
う
、

J
R
ぃ
氷
川
本
と
協
品
を
巡

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
改
札
外
に
は
、

乗
降
者
数
や
河
川
低
差
な
ど

を
々
服
し
て
、
順
次
投
位

し
て
い
く
予
定
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
引
き

続
き
、
山
川
附
符
や
附
山
川
口
悼
引

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

符
さ
ん
が
駅
を
利
川
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
環
境
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

い
父
辿
税

制
訓
告
(訂
)i
l
-
-
内

線
3
3
0

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

在
宅
の
浜
支
援

・
要
介
護
日
齢
者

な
ど
を
対
象
に
、
日
常
勤
作
訓
練

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
、

給
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
蛇
供
す

る
施
政
で
す
。

デ
イ
ル
l
ム
や
食
官
、一附川
的、

恨
務
室
、
相
談
室
、

一
般
市
古
の

ほ
か
、
本
い
す
で
入
浴
で
き
る
特

線
戸
小
学
童
保
育
室

午
前
保
育
宅
は
、
放
諜
後
に
家

庭
で
の
保
山
け
が
困
雌
な
児
tuを
付

匁
に
、
中
日
間
的
叩
や
余
暇
指
砕
を

行
、
つ
施
設
で
す
。

娘
一μ
小
川
…
ず
れ
保
山
川
室
は
、
似
合

施
設
の
改
築
工
事
に
あ
わ
せ
、
保

育
室
を
経
備
し
た
も
の
で
す
。

ィ
ア
市
助
や
、
問
的
者
と
子
ど
も

た
ち
の
附
代
川
火
流
な
ど
、
地
域

の
稲
祉
市
助
の
拠
点
と
な
る
施
設

で
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
「
ふ

れ
あ
い
い
父
流
主
」
が
あ
り
ま
す
o

v利
用
時
間

午
前
9
時
か
ら
午

後
9
附

マ
休
館
日

年
末
年
始
、
定
則
的

知

u
V
利
用
対
象

地
域
で
制
祉
前
動

を
行
う
グ
ル
ー
プ
な
ど

V
利
用
料

無
料

(予
約
制
)

V
利
用
方
法
・
問
い
合
わ
せ

予

約
は
、
利
川
口
の
I
カ
川
前
か
ら

光
泊
順
で
受
け
付
け
一
使
川
内
ザ

殊
部
酬
刊
が
設
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
利
用
時
間

乍
前
8
時
か
ら
午

後
5
時

(
原
則
無
休
、

午
後
8
時

ま
で
の
延
長
利
用
が
可
能
)

V
利
用
対
象

介
護
保
険
で
要
支

援

・
婆
介
議
の
認
定
を
受
け
た
方
、

袋
介
護
状
態
を
予
防
す
る
た
め
に

利
川
を
布
引
す
る
方

V
定
員

1
Uあ
た
り
日
人
程
度

※
利
刑
判
、
利
用
刀
法
な
ど
洋
し

く
は
、
介
護
支
援
諜
生
き
が
い
係

官
(
お

)
I
l
l
-
内
線
3
1
0

費頚子駅

3斐通接関 我孫子毘北口がらパスを利用し‘つく
し野消防署前下車徒歩約6分。また‘西部福祉セ
ンターの巡回パスが‘島設付近まで送迎を行う予
定です。なお、駐車台数に限りがあるため.車で
の来館はご遠慮ください

政
係
に
J

駅
市
U
に
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
完
成

し、

3
月
9
口
(
木
)
か
ら
利
川
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
伝
イ
ス
対

応
型
の
け
人
来
り
で
、
人
口
は
駅

前
交
需
怒
り
に
あ
り
ま
す
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
通
常
は

-K
り
の
み
の
利
川
と
な
り
ま
す
。

(5) 2000.3.16 

繰
戸
福
松
宮
ン
タ
ー

加
社
セ
ン
タ
ー
は
、
ポ
ラ
ン
テ



(6) 

自然の観察や散策に

リ根公園
“自然観察の森"

オープン

2000.3.16 --，・・ー
令冨を異

3
月
日
日
、
古
利
拠
沼
周
辺
強

制
附
想
に
法
づ
い
て
鮭
仙
を
進
め

て
い
た
古
利
根
沼
南
側
の
台
地
の

制
林
地
、
約
1

・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
、
古
利
根
公
園

H

自
然
剛
山
bm
の

森
H

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
公
闘
に
は
、
自
然
観
察
や

倣
策
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

然
と
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

樹
木
を
で
き
る
だ
け
多
く
践
し
ま

じ
よ
3
し

し
た
。
ま
た
、
中
峠
城
祉
の
お
痢

の
跡
も
残
っ
て
お
り
、
歴
史
も
感

じ
ら
れ
る
公
副
で
す
。

政
仙
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
以

桁
制
し
た
「
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
協
力
に
よ
っ
て
下
平
刈
り

等
の
純
生
管
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
森
を
良
好
に
維
持
す
る
た

め
、
市
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

、
。

i
v
 v

問
い
合
わ
せ

公
園
緑
地
税
宮

(
白
)
1
1
1
1
内
線
5
4
4

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
年

で
の
米
国
は
ご
迷
期
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
手
作
り

の
手
賀

沼
浄
化

手
賀
沼
ビ
オ
ト

I
プ
の
報
告
会
・
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

d努第1017号

昨
年
の
5
月
に
完
成
し
た
間
発

戸
新
旧
地
区
の
手
賀
泊
ピ
オ
ト
l

プ
(
植
生
均
化
施
設
)
は
、
ま
も

な
く

i
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
問
、
さ
ま
広
ま
な

生
物
が
組
前
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ビ
オ
ト
l
プ
の
手
作
り
ゾ

ー
ン
に
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

~ 

や
事
業
者
の
活
動
、
管
理
や
観
察

等
の
報
作
会
を
行
い
ま
す
。
お
気

峰
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

。
手
賀
沼
ビ
オ
ト
l
プ
報
告
会

V
日
時

3
月
お
臼
(
土
)午
後
1

時
泊
分
か
ら
4
時
(
参
加
無
料
)

V
場
所

手
口
出
親
水
広
場
「
水

の
航
」

3
階
研
修
室

V
内
容

器
澗
排
出
(
ピ
オ
ト
l

フ
に
つ
い
て
)
、
竹
理
観
察
の
報

告
、

手
作
り
ゾ
l
ン
参
加
者
の
活

動
報
告

(7
団
体
)

V
定
員

先
活
1
0
0
人

@
手
賀
沼
ビ
オ
ト
l
プ
見
学
会

世

I
U、
報
告
会
に
先
立
っ
て
手

貸
出
ピ
オ
ト
l
プ
の
見
学
会
を
行

い
ま
す
。
(
雨
天
中
止
)

V
日
程
・

場
所

3
月
お

H
(土
)

午
前
川
時
、
手
賀
沼
親
水
広
場

「
水
の
館
」
玄
凶
前
集
合

・
出
発

1
遊
歩
道
1
手
賀
沼
ピ
オ
ト
l
プ

(現
地
説
明

)
t
手
到
沼
親
水
広

場

(日
時
一的
分
到
品
川
予
定
)

V
定
員

先
治
加
入

V
参
加
賞

無
料

※
当
口
天
候
不
順
の
場
合
、

見
学

会
の
実
施
の
有
無
は
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
宮
(
お
)
5
0
0
0
コ
l
ド
番

号
8
5
0
舎
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屯

訴
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

〈
フ
ァ
ク
ス

の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

氾
話
啓
号
、
参
加
を
希
盟
す
る
会

(
報
特
会
、
見
学
会
、

問
万
)
を

明
日
〉
3
川
泣
け
(
水
)
ま
で
に
手

賀
沼
課
程
(
お
)
1
1
1
1
内
線
4

6

4
、
フ
ァ
ク
ス
(
路
)
5
2
2
2

へ

国
民
4建
鹿
g 
R突
で....... 
sc 
，む
し
-c 
必
要

2主主主面主宰Z業家事完薬会 全r
れめとど覧II~ 絃l:送方死恭あ返さイ来 '‘p
主らきので ~Pi E 亡吋~ ~主 ・ れ |倹 ... 里 ・
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病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
頼
れ
る
制
度
で

す

国
民
他
山
保
険
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
、
か
か

っ
た
院

出
口
の

一
部
を
ね
担
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
必
裂
な
治
山
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

一
部
の
自
己
負
担
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、

病
気
や
ケ
ガ
で
治
療
を

受
け
る
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
針

の

3
訓

(退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
者
は
2
訓
)
が
自
己
負
制
に
な

り
、

残
り
の
資
用
は
国
民
他
康
保

険
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、

入
院
中
の
食
事
代
に
つ

い
て
も
、

一
部
自
己
負
担
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
よ
る自

己
負
担

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
只
な
ど
、

職
場
の
他
康
保
険
に

一
定
期
間

(
初
年
以
上
も
し
く
は
刊
成
以
降

叩
年
以
上
)
加
入
し
て
い
た
方
で
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
市

政
未
制
の
方
は
、
医
療
費
の

一
部

Enjoy手賞沼!
ロゴマークを募集

れ
担
制
A
口
が
本
人
の
場
合
は
、
入

院
、
通
院
と
も
2
制
、
被
扶
養
者

は
入
院
2
加
、
通
院
3
訓
に
な
り

ま
す
。な

お
、
開
け
山
が
な
い
と
制
度

の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
立
く
だ
さ
い
。

高
額
の
医
療
貨
を
負
担
し
た
場
合

1
カ
月
の
医
療
技
白
己
負
副
知

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
山
知
山
町
渡
氏
と
し
て
超

過
す
る
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
診
療
月
か
ら
約
3

カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

の
で
、
間
保
年
金
部
ま
た
は
指
定

さ
れ
た
支
所
で
巾
別
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

*
1
カ
月
間
に
、
1
人
の
方
が
同

じ
病
院

・
診
療
所
で
6
万
3
6
0

0
円

(住
民
税
非
課
税
世
俗
は
3

万
5
4
0
0
円
)
以
上
支
払
っ
た

場
合

*
同

一
世
桔
で

i
カ
月
に
2
人
以

上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
3
万
円

(住
民
税
非
課
税
叶
一
時
は
2
万
1
0

0
0
円
)
以
上
支
払
い
、
合
詳
し

て
6
万
3
6
0
0
円
(
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
3
万
5
4
0
0
円
)

以
上
支
払
っ
た
場
合

*
高
知
僚
接
貨
の
支
給
が
、
同

一

世
引
で
過
去
1
年
以
内
に

4
回
以

上
あ
っ
た
場
合
で
、
4
回
目
以
降

が
1
カ
月
に
3
万
7
2
0
0
円

(住
民
税
非
机
税
世
材
は
2
万
4

6
0

0
円
)
以
上
支
払
っ
た
場
合

な
お
、
医
療
伎
の
叶
詐
は
次
の

条
件
で
行
わ
れ
ま
す
。

*
月
を
ま
た
が

っ
た
診
療
は
ぺ
肝

月
ご
と
に
叶
詳
し
ま
す

*
同
じ
病
院

・
診
披
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
叶
れ
と
な
り
ま
す

*
一
つ
の
病
院
で
複
数
の
診
療
科

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
各
診
療
科

ご
と
に
計
詳
し
ま
す

※
入
院
中
に
負
担
す
る
食
郁
代
の

一
部
負
担
金
や
、
差
額
ベ
ッ
ド
科

な
ど
、
保
険
の
き
か
な
い
計
刑
は

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

医
療
費
以
外
の
給
付

医
療
従
以
外
に
、
次
の
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
出
随
行
児

一
時
金

(
却
万
円
)

毎年、 5月に開催される fEnjoy手賀沼リ。楽しみなが

らふるさと手賀沼を再発見しようと、探鳥会や豚汁サービス、 手

賀沼浄化の取り組みの各種展示等を行っています。

今年は開催に先駆けて、この fEnjoy手賀沼!Jの口ゴマ

ーク(シンボルマーク)を募集します。この催しにぴったりの素

敵なロゴマークをお待ちしています。

ー応募規定 ①A4判以内に描かれたもので、色彩については自

由①応募点数は伺点でも可

ー応募資格 どなたでも応募できます

ー表彰等 入選作品等は fEnjoy手賀沼!J会場で発表し、

入選作品には記念品、最優秀作品には賞品を贈呈します

怯応募万活作品の裏面に住所、氏名、年齢、電話番号を明記し‘

4月28日(金必着)までに寿 1の13の27我孫子市商工会館内

fE n i 0 y手賀沼¥J事務局へ郵送

P問い合わせ マエダ印刷内植田宮(88)2428、ファクス(8ワ)
1015 

.. 

診
療
時
に
全
額
を
支
払
い、

後
日
給
付
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え

ず
医
昨
山口
を
全
額
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
後
日
中
間
し
て
、
国
保
辿

合
会
の
査
定
に
よ
り
7
川
ま
た
は

8
訓
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

*
緊
急
、
や
む
を
仰
な
い
耶
怖
で

被
保
険
者
祇
の
提
示
が
で
き
ず
、

保
険
が
使
え
な
か
っ
た
場
合

*
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
兵
代

や
愉
胤
の
生
血
代

*
医
師
が
必
袋
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
料

給
付
の
制
限
や対

象
外
に
な
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

入市
院民
中 税
σ) ~I三

重雲
イセニz
.カ‘ 二二
軽帝
時の
玄加
才1月、
ま者
すは

入
院
中
の
食
中
代
は
、
診
山町に

か
か
る
資
用
と
は
別
に
、

一
日
に

つ
き
7
6
0
円
が
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
市
民
税
が
非
訓
税
の

世
荷
な
ど
の
国
民
他
政
保
険
加
入

者
は
、
申
加
に
よ

っ
て
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
(下
表
参
照
)

慌
減
を
受
け
る
に
は

「M
M
唱
れ

担
額
減
額
認
定
説
」
が
必
裂
で
す
。

該
当
す
る
カ
は
国
保
年
金
部

(老

人
医
療
受
給
者
は
介
護
支
援
品
)

で
申
附
し
て
く
だ
さ
い
。

中
間
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
説

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機

削
の
窓
口
に
保
険
託
に
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在、

軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

再
度
手
続
き
を

現
在
、
峰
減
を
受
け
て
い
る
方

も
6
月
1
日
か
ら
新
年
度
の
切
り

押
え
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
、

手
続
き
が
必
災
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
回
数
が
卯
H
を
越

え
る
と
、
負
担
制
は
さ
ら
に
峰
減

さ
れ
ま
す
の
で
、
何
度
中
間
し
て

く
だ
さ
い
。

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

牢
け
ん
か

・
泥
酔
な
ど
や
故
訟
に

よ
る
ケ
ガ
や
病
気

*
仕
耶
上
の
ケ
ガ
や
病
気

(労
災

保
険
が
迎
川
さ
れ
る
場
合
)

次
の
場
合
に
は
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
叩一内容
枇
山
形
や
前
列
矯
正

*
正
常
な
妊
娠

・
出
産

*
他
府
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
予

防
接
種

V
問
い
合
わ
せ

間
保
年
金
制
給

付
係
官
(
お
)1
1

1
1
内
料
3
2
4
、

3
2
5、
3
9
2

v入院中の食事代自己負担額

一 般加入 者 1日760円

住民税非課 90固までの入院 1日650円

税 世 帯 等
90日を超える入院

1日500円
|過去12カ月の入院日数)

住民税非課税世帯等で
1日300円

老齢福祉年金を受けている方

※
入
院
時
の
食
ザ
代
は
、
同
組
療

技
授
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

V
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜
給

付
係
官
(お
)
1

1
1
1
内
線
3
2

4

介

護

支
援
課
医
療
介
誕
係
官

(お
)
I
l
l
-
内
組
3
1
3

平
成
吃
年
度

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
同
定

資
産
の
課
税
状
況
、
価
格
等
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
平
成
ロ
年
度
の
悶
定
資
産
税

・

都
市
計
画
税
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
あ

ら
か
じ
め
そ
の
登
録
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
制
度
で
す
。

市
「
成
ロ
年
1
月
1
日
現
在
で
土

地
、
家
屋
仙
寺
の
固
定
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

登
録
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
日
送
付
す
る
納
税
通
知

件
に
も
同
械
の
も
の
が
税
税
資
産

の
内
沢
古
と
し
て
、
つ
づ
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
平
成
は
年
度
は
評
価
答

え
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
縦
覧
期

間
、
悶
定
資
産
税
納
税
通
知
乃
の

発
送
が
例
年
よ
り
も
遅
れ
ま
す
。

通
知
性
の
発
送
時
期
は
5
月
中
旬
、

第
1
期
納
期
限
は
5
月
引
日
の
予

定
で
す
。

V
縦
覧
期
間

4
月
3
日
(
月
)
か

ら
却
日
(月
)午
前
8
時
泊
分
か
ら

午
後
5
時

(た
だ
し
、
土
・

υ昭

nは
除
く
)

V
縦
貫
対
象
者
平
成
は
年
1
川

l
n
現
在
で
土
地
、

家
屋
等
の
固

定
資
産
を
所
』
制
さ
れ
て
い
る
方
お

よ
び
所
布
朽
の
代
恩
人

(代
恩
人

の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
)

V
縦
覧
場
所

・
問
い
合

わ

せ

説

税
課
税
政
係
宮
(
お
)
1
1
1
1
内

線
3
3
8



第1017号

家
庭
ゴ
ミ
の
収
集
が
午
前
午
後
交
互
に

皆
さ
ん
ご
協
力
を

4
月
か
ら
実
施
し
ま
す

4
Hnか
ら
、
家
出
ゴ
ミ
の
収
集

を
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
午
前
と

午
後
の
火
五
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま

、

-
o

4
A
B
4ッ氷

山
山
ゴ
ミ
は
品
以
や
収
集
後
の

山い怖
の
川
組
か
ら
、
午
前
中
に
収

集
し
て
ほ
し
い
と
の
製
望
が
多
く
、

収
集
体
制
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
1
日
分
の
ゴ
ミ
を
す

べ
て
午
前
中
に
収
集
す
る
こ
と
は

困
雌
な
こ
と
か
ら
、
市
内
す
べ
て

、=を異a場(7) 2000.3.16 

手賀沼公圏内のミ二SLとレンタサイクル

「休みに営業を
再開します

の
地
区
で
、
公
平
に
午
前
と
午
後

を
交
互
に
収
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
(左
図
歩
照
)

な
お
、
ゴ
ミ
の
い叫
が
少
な
い
場

合
は
、
午
後
の
収
集
予
定
が
午
前

中
に
収
集
と
な
る
場
介
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
従

来
ど
お
り
午
前
8
時
泊
分
ま
で
に

お
山
し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
折
羽
係
官
(幻
)
0
0
1
5

4月からのゴミ収集時間

月・木地区

A…月附日午前。木昭日午後

B.・・月曜日午後ゆ木i曜日午前

火・金地区
c...火曜日午前。金曜日午後

D...火曜日午後。金曜日午前

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
お
子

さ
ん
の
存
体
み
に
あ
わ
せ
て
、

3

月
お

U
(土
)・か
ら
4
月
2
日
(
日
)

ま
で
、
ミ
ニ
S
Lと
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
、
毎
日
常
業
し
ま
す
。

手
判H
川川
公
凶
内
の
ミ
ニ
S
L
は、

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
采
引
で

き
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー
、
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
、
ミ
ニ

S
L
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
は、

遊
出少

辺
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
ま

さわやかな環境づくリ賞の
候補者を募集

皆さんの周りで環境美化やリサイクルの

奉仕活動をしている方はいませんか

山
で
は
、
第
3
同
さ
わ
や
か

な
段
境
づ
く
り
公
の
似
州
品
引
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
九
日
は
、
永
年
に
わ
た

っ

て
ま
ち
の
環
境
兵
化
や
、
資
制

の
再
利
用
な
ど
の
一本
仕
活
動
を

す
。
此
廿
胤
を
受
け
て
、
遊
歩
道

沿
い
の
サ
ク
ラ
や
、
手
賀
市
の

九
た
ち
の
姿
を
ご
泣
く
だ
さ
い
o

v
営
業
日

3
月
お
円
(
上
)
か

ら
4
川
2
H
(け
)
ま
で
の
い
川
口
、

お
よ
び
以
降
の
ヒ

・
日
附
日

・

抗
日

(刷
天

・
荒
天
の
助
A
H
は

中
止
)

V
営
業
時
間

午
前
同
時
か
ら

午
後
4
時

(
5川
か
ら
9
月
ま

で
は
午
後
5
時
ま
で
)

※
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
し
出
し

は
終
了
時
間
の
1
時
間
的
ま
で

V
場
所

手
押以前
公
悶

V
料
金
本
ミ
ニ

S
L
・:
i周

1
0
0円
*

レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル:・

3
時
間
5
0
0円
、
延
長

料
金
は

1
時
間
ご
と
に
1
0
0

門

(小
川明快
以
下
は
手
術
)

V
問
い
合
わ
せ

(財
)
あ
ゆ
み

の
郷
公
社
宮
(幻
)
i
1
3
0

(バ

-K
-
H附
H
、
祝
日
を

除
く
)

行
っ
て
い
る
個
人

・
団
体
を
去

杉
す
る
も
の
で
す
。

押
さ
ん
の
周
り
に
、
こ
う
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
必
は
い
ま
せ
ん
か
。

引
関
・
他
府
を
川
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
必
く
だ
さ
い
o

v
募
集
対
象

①
H
常
的
に
ポ

イ
抗
て
ゴ
ミ
の
同
収
な
ど
前
川

前
動
を
行
っ
て
い
る
方

②
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
助
を

新
極
的
に
推
進
し
て
い
る
方

V
表
彰

応
非
い
た
だ
い
た
中

か
ら
選
考
し
、

5
月
の

「環
境

月
間
」
に
衣
移
し
ま
す

V
応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
挑
附
す
る
例
人

・
同

体
名
、
市
助
内
科
、
償
問
者
住

所
、
氏
名
、
氾
話
術
HV
を
明
記

し、

4
刀
日
円

(土

・
消
印
桁

効
)
ま
で
に
中
峠
2
2
6
4
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
指
部
係
宮

(幻

)
0
0
1
5
へ

明

る

L、
話

題

P
Cカ
レ
ッ
ジ
受
講
者
募
集

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
P
C
カ
レ

ッ
ジ
の
出
引
則

(4
川

l
u川
端
)

受
訓
点引を
H

弘
知
し
ま
す
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
誠
一
出

時
川
以
外
に
パ
ソ
コ
ン
を
山
政
し

て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
が
な
い
方
で
も
繰
り
返
し
予
判

ゃ
ん
制
判
が
で
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
凶
消

し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

休
航
日

(枇
終
州
今
月
の
休
加
川

参
照
)
を
除
く
何
日
、
午
前
川
時

か
ら
午
後
7
時
ま
で
に
、

抗
般
市

民
プ
ラ
ザ
宮
(幻
)
2
1
i
l
へ

パ
ソ
コ
ン
相
談
(
予
約
制
)

も
ご
利
用
を

毎
月
第
4
金
昭
日
の
午
前
山
時

泊
分
か
ら
正
午
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン

相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
峰
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

....Pcカレ ッジ講座

講座名 単 受講料
フτ

ワード(ワープロ)8 21，000円|

エクセル(表計算)

初級編 4 15，700円l

中級編 4 15，700円

ウインドウズ982 4，800円

インターネット 4 115，700円

※l 単元は、 90分です。

※受講科は、いずれもテキスト代

を含む。また、インターネットは、

通信代も含みます。

※イ ンけル一夕ト一

文字入力ができる方が対象です。

温
か
な
善
意
を

あ
り
、
が
と
う
ご
ざ

次
の
い刈
々
か
ら
胤
か
い
柏市
川
立
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
持
さ
ん
の
ご
以
立

は
、
肋
笹
川
に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

、品、
.A
と
お
る

.

，

‘

木
市
倣
械
、
ド
米
治
リ
サ
イ
ク
ル
か

楽
部
様
、
市
「
利
ム円
円
治
会
線
、

m

h
跡

、

S
O
S-ネ
ッ
ト
劇
団
線
、

東
日
本
ガ
ス
株
式
会
社
株

γ坂
本

文
男
械
、
鈴
木
澄
子
線
、
楽
様
、

組
制
侃
観
光
株
式
会
社
ア
ジ
げ
峨

手
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
線
、
茂
木

都

梯

、

長

旅
行
会
峨
、
つ
れ

'
・
!
ニ
降
、
ー
之
車
、
、ム
守h
-r
u

し
川r
u叩

W
H制
収

致
hf

f

b
イ

ド
線
、
阿
部
制
枇
セ
ン
タ
ー
利
川

将
崎
、
N
T
T
H
本
公
衆
川
山
下川会

政
孫
子
分
会
鮒
人
部
線
、
日
本
制

社
飛
行
協
会
綿
、
流
山
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
級
、
日
本
エ
ア
l
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
様
、
我
孫
子
市
北

い
ま
し
た

部
地
球
文
化
的問
尖
行
委

μ会
様、

今
村
町
之
助
純
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
北
係

pr
m
I川
械
、
洲
北
ムリ
州

小
学
校
P
T
A械
、
小
川
判
友
之
助

械
、
湖
北
台
数
会
救
会
学
校
崎
、

ホ
1
ム
プ
ラ
ザ
マ
ス
ダ
械
、

デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
ー
勝
村
間
山
崎
、
政

孫
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
線
、

政
孫
子
東
洋
附
友
の
会
棟
、
中
央

学
院
高
校
進
母
コ
l
ス
第
3
半
年

a
u
bt" 

線、

波
法
か
子
様
、
茨
木
邦
雄
様
、

下
辻
述
男
織
、
山
柿
秀
明
線
、
技

孫
子
二川
町
会
線
、
中
央
学
院
向
校

3
年
7
組
綿
、
小
山
火
学
院
高
校
線
、

財
同
法
人
日
本
消
防
協
会
線
、
鈴

"-a?ぞ
う

ト小
龍
・
士
山
側
、
鈴
木
制
ぺ
械、

山
本

す
ゑ
嶋
、
制
日
間
光
株
式
会
社
以

我
係
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
椛

(受
け
付
け
順
)

※
2
バ
訪
日
受
け
付
け
分
ま
で

我孫子市国際交流協会 (AI RA) 

日本語講座のボランティア
講師養成講座受講者募集

政
孫
子
市
同
際
火
流
協
会

(A
I
R
A
)
で
は
、
外
同
人

の
た
め
の
日
本
J
d
一地を
山
排

し
て
い
ま
す
が
、
受
町州
冷
い
が
多

く
、
出岬
師
が
不
起
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
流
山数
本
の
議

師
必
成
必
一
隔
を
山
必
し
ま
す
。

同
際
交
流
に
凶
心
の
あ
る
万
、

3月29日(水)15:00"'16:30
あびこショッピングプラザ
1階正面入口前 (小雨実施)

日時
場所

自
転
車
の
防
犯
登
録
は
、
触
り
・製

に
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
を
登
録

し、

州一日
現
す
る
制
度
で
す
。

受
付
仰
す
る
と
、
万

一
総
雌
に
あ

っ
た
場
介
で
も
、
白
紙
点
が胤品
川ん

さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
所
桁
者
が
判
明

し
、
取
り
泌
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
犯
笠
似
を
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
防
犯
目立
鉱
を
し
て
か
ら
7
年

を
経
過
し
た
自
転
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
登
録
し
ま
し

4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
新
し
い
成
年
後
見
制
度

4
月
か
ら
、
新
し
い
成
年
後
比

制
広
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
痴
呆
性
向
附
折
、

知
的
附
引
行
者
、
相
紳
附
引
一日
お
な
と
、

州川
村
上
の
附
引
に
よ
り
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
の
保
護
を
図
る
た

め
の
も
の
。
判
断
能
力
の
桂
皮
に

応
じ
て
分
け
ら
れ
た
後
見
、
保
位
、

補
助
と
、

任
意
後
見
契
約
を
結
ん

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

V
日
時
・
場
所

5
月
は
日
か

ら
ロ
月
日
日
ま
で
の
金
附
円
午

後
3
時
か
ら
5
時、

中
央
公
民

知
他

(令
心掛川・

8
川
は
休
訓
)

V
資
格

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

な
る
べ
く
受
訓
後
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
訓
帥
を
務
め
て
い
た
だ
け

るい
刈
(仁
川
明
日
に
前
励
で
き
る

k
H歓
迎
)

V
定
員

知
人

(応一
持
者
多
数

の
場
A
H
は
抽
選
)

V
受
講
料

1
万
円

(テ
キ
ス

ト
代
別
途
5
0
0
0円
負
担
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
屯
訴
併
号
、
講
師
と
し

て
ヒ
附
け
に
前
動
が
吋
能
か
ど

う
か
を
別
記
し
、
3
H川
引
け

(令

・
必
泊
)
ま
で
に
抜
孫
，r

1
4
2
の
i
市
民
プ
ラ
ザ
内
A

I
R
A
明
務
向
宮
(お
)1
2
3

i
へ
(木
附

nを
除
く
)

で
行
、
つ
任
怠
後
けん
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、

本
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
服
し
、
従
山
本
、

然
的
陀
待
の
冗
告
が
あ
っ
た
こ
と

を
戸
新
や
行
制
に
出
減
し
て
い
た

の
を
止
め
、
新
設
さ
れ
た
後
比
登

記
に
氾
蝕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
凶
の
改
正
で
は
、
本
人
の
意

思
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
た
め

議務先n会
2000開催

H旅
フ
ェ

ア
2
0
0
O
H
が
、

…川市鋸メ

ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
悩
し
は
、
会
同
の
都
辺
府

県
、
間
光
施
設
な
ど
が

一
九況
に
会

し
、
名
地
の
旅
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
、

同
内
政
大
級
の

「旅
の

総
合
け
ん
本
市
」
で
す
。

会
場
に
は
、
全
同
の
旅
の山
川械

が
い

っ
ぱ
い
。
斜
地
の
味
立
も
楽

し
め
ま
す
。

千
山梨
県
で
は
、
川
以
内
の
観
先
地

ゃ
、
十
日
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能 -

ょ、っ
。

防
犯
登
録
料
金
5
1
0円
が
、

先
的
1
3
0台
に
限
り
無
料
に

な
り
ま
す
。

V
日
時
・

場
所

3
月
初
円

(
中
小
)
乍
後
3
時
か
ら
4
時
加
分
、

あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ブ
ラ
ザ

ー
附
正
阿
入
門
前

(小
川
尖
施
)

V
防
犯
登
録
期
間

7
年
川

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
防

犯
協イ
脱
会
宮
(
制
)
8
1
9
0

の
仕
組
み
も
用
意
さ
れ
、
制
度
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、

家
庭
裁
判

所
が
本
人
の
言
い
分
を
聴
い
た
上

で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

利
川
し
や
す
い
制
度
と

す
る
た
め
、
制
助
や
任
立
後
けん
の

助
A
H
は
、
阪
仰
の
診
断
品川
が
あ
れ

ば
、
川
村
状
況
の
鑑
定
を
し
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
問
い
合
わ
せ

千
帯
家
出
裁
判

所
宮
0
4
3
(2
2
2
)
0
1
6

F
U
 

を
桁
介
す
る
ほ
か
、
千
必
の
芯
る

特
沌
け川
や
花
、
℃
町
五
日川
を
雄
一ボ
・

叩
必
す
る
「
H

お
も
し
ろ
下
山
ち

ぱ
H

大

n悦
市
」
を
山
他
し
、
千

必
の
旅
の
魅
h
H
を
、
皆
さ
ん
に
た

っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

「新
し
い
日
本
の
旅
」
の
魅
み

が
会
場
い
っ
ぽ
い
に
広
が
る

H

旅

フ
ェ

ア
2
0
0
O
H
に、

ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

V
日
時

4
月
円
口
(
水
)
か
ら
お

け
(
日
)午
前
川
時
か
ら
午
後
6
時

(印
日
は
午
前
川
時
か
ら
)

V
場

所

必

仮
メ
ッ
セ
川
際
民
一ポ

場
9
・
ゆ

-
H
ホ
l
ル

V
入
場
料
燃
料

V
問
い
合
わ
せ

れ
作

間
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ

ン
訓
宮
0
4
3
(2
2

3
)
2
7
9
9
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子 亙ーもつ ツ キン ヴ
(学校週5日制関連行事)

炉白隠 3月258¥土!午前9時30

分から正午

'場所 湖北地区公民館

静内容 マ‘ソシュルームのココッ

ト、コーヒーゼリー ・ビーチ入り

砂対象 ・定員 小学生、先着25人

静参加費 500向 (当日持参)

ー持参 ふきん‘台ふきん‘エフ

ロン、三角きん.手拭きタオjレ

ー申し込み・ 問い合わぜ 電話で

湖北地区公民館公(88)4433ヘ
ー我孫子 の文化を守る会
第61回史跡文学散歩

'臼時 4月2日日)午前9聞東

武野回線新柏駅改札口集合、正午

解散予定小雨実施}

'行程 法林寺、厳崎家長屋門、

海尾城段、広崎八幡宮、高福寺

※希望者は午後.カタクリの里ヘ

'参加賀 300同 t資料代含む)

炉申し込み・ 問い合わぜ i!l!話て・

3月268¥8)までに若月まま(85)06

74ヘ

』ー

|我孫子時詠会第3回路友祭 |
怪日時 3月188(土J午前9時30

分から午後4時30分 (入場無料)

帳場所 湖北地区公民館

帳問い合わぜ 黒田公(88)ワ558

白山中学 綬 吹 奏楽部
第 16回定期演奏主

'日時 ・1易所 3月20日(祝)午後

2時間演、市民会館 (入場無料)

恥鶴田 宮崎聡アニメ メドレー

ハリウッド映画メドレ一、「ブス

タJ.rエストレリータ」ほか

砕客演 我孫子第一小学校器楽部、

我孫子第四小学校器楽部.白山中

学校合唱郡

'問い合わぜ 白山中学校宮下2

84 1893 

市民文化 講雇 了謡 曲」
卒業記念公演 (観世流)

炉日時 ・燭所 3月26日(白)午後

1時開演、湖北台近隣センター

静内容 鶴亀、知生品、さ島支文 、

羽衣‘鞍馬天狗.紅葉狩ほか

悟入担易料 無料

怪問い合わせ 横田笠宮(82)ワ425

P附 ω Concert.....，裕
惨日時 3月26日(日)午後1時30
分開演 (入場無料)

惨燭所 野田市文化会館 (東武野

回線愛宕駅下車徒歩約15分)

炉出演 我孫子高等学校、西武台

千葉高等学校の吹奏楽部

'曲目 「アルメニアンダンスJ.

「ピーターjレー」、 ホップスステ

ージほか

'問い合わぜ 県立我孫子高等学

校小林公(82)5181

横田陽香 ちゃん
(柴崎台 ・l成3カ)J ) 

|ふれあい陶芸作品展l

公民館ても行 っていた「ふれあい

陶芸Jの卒 業生の作品展て'す。

砂日時 4月 1日(土)から 2日

(日)午前 10時から午後4時 30分

※2日は午後3時まで(入場無料)

砂渇所 湖北地区公民館

砂問い合わぜ あびこ陶友会小林

公 (82)0574

‘2000年春あびこファミリーコンザ瓦ド
「春風にのって J

b日時・ 燭所 4月 28(日 l午後

1時30分開演、市民フラザ

炉内 容 全盲の作曲家 ピアニス

ト島筒英夫氏の作品と冨謡‘僚か

しい日本の歌のコンサー ト

併出演 島筒英夫主示 諸手 (ピ
，. J< 

アノ)、浦富美 (うた)

砂入湯料 800同 (全席自白)

炉問い合わぜ 浦公(84)4572

|第9回懐メロの集いl
'日時 4月 1日(土)午 前11時か

ら午後4時 (入場無料)

惨湯所 湖北地区公民館

炉内容 懐かしい敬謡曲を唄い.

濁り 合唱クイズを楽しみます

※飛び入り出演若干名受け付け

ー問い合わぜ 阿部会(88)8ο46

E 湖北台中学校吹奏楽部
第8田スプリンヴコンサート

ー日時・ i易所 3月26日(日)午後

6時開演.印西市文化ホール (成

回線木下車R下車徒歩約8分)

炉曲目 「ダツタン人の濁 り」 、

「アリオーソJ.ポッフスほか

惨入湯料 無料

炉問い合わぜ 湖北台中学校舎

(88)2120 

|市内ランつ別卓球大会|
砂日時 4月 16日(日)午前 9時受

付‘ 9筒30分試合開始

惨場所 市民体育 館

b種目 男・女シングルス A 

新人の部 (過去の新人戦優勝者 ・

他大会決勝進出者を除く) B... 

マスターズのBs 男・女ダブルス

ー参加重量縄 市内在住、在勤.在

学者

ー参加賀 1人 1碕目500同 (中

学生以下200円)

惨申し込み・問い合わゼ ハガキ

に大会名、種目、住所、氏名.包

話番号‘団体名を明記し、 3月31

日 (金必者)までに布佐平和台

3の13の1仲村芳江公'(89)1728ヘ

d舜 rt!J ー-、=
|なぎなた教室生 l
'日時 4月 2日(臼)• 9日(臼)

午後 1時から 38寺 (会 2日)

惨燭所 中央公民館 (参加無料)

惨対象 ・定員 女子の小 ・中学生.

10人 (応募者多数の場合は抽選)

炉服装 トレー二ングウエア

※なぎなたは貧し出します

'申しiるみ ・問い合わぜ ハガキ

になぎなた教室 、住所.氏名、年

齢 ‘電話番号を明記し‘3月24日

(金・ 必む)までに天王台 5の15

の4大樋孝子fi(84)2104へ

|湖北ヨガ会員 |『 l 
J I定例教育委員会 |

砂練習日 毎週火曜日午後 1時30 1 l 

分から3時 惨日時 ・m所 3月28日(火)午後

..1易所 湖北地区公民館

炉内寄 初心者向けヨガ

険会白 入会金2α)Q円、月額2500

円

P申し込み ・問い合わぜ 電 話て・

渡辺公(82)8404ヘ

|38体操会員|

砂日時 ・1易所 毎週月曜日午後 2

時から4時、根戸近隣センター

砂会f!l 月額25ο0円

砂申し込み ・問い合わぜ 電 話で

渋谷公(84)0424ヘ (午後 6時以降)

|根戸少年剣友会会員l
'練習日・ 湯所 ①毎週日曜 日午

後 2時から4時 ①毎週木曜日午

後 7時から8筒 、根戸小学校

砂対象 小学校新 1年生以上

砂会fi 月額 1500同

惨申し込み ・問い合わぜ 電 話て・

永念公(82)2304ヘ

lソフトボールいるかーず部員l
'練習日 毎週~Iliî日 土曜日 、

午前 10時から正午

砂煽所 湖北台中央公園野 球場

砂対象 18歳以上の女性 (初心者

歓迎)

惨申 し込み ・問い合わぜ 電話で

沼口密(88)3355へ

|スポーツつラフ会員|
砂練習日 ・対象 毎週火曜日

*小学校新 1・2年生ー・午後 58寺

から 6時 *小学校新3年生から

新 6年生…午後6時から 7時

砂渇所 湖北台西小学校

険会白 月額2000円

砂申し込み ・問い合わぜ 電 話で

遠野公(88)7587ヘ

|献血にご協力を l
'日時 ・m所 3月28臼(火)午前

9時30分から11時45分 ・午後1時

から4時、市役所本庁 1陪ロビ-

b問い合わぜ 生活支援課金(85)
1111内線377

自動車の登録に変更示あった
場含は早めに手続きを

自動車税は‘ 原則として 4月 1

日現在、 取が陰湿支局に登録され

ている方に課税されます。

①住所が変わったとき ①事を譲

渡 ・解体・下取りしたとき ①事

故などて・磁を使わなくなったとき

は、必ず登録の変更をしましょう。

炉問い合わぜ 柏県税事務所会

(47)1231 

。
一目

幻
一館

側
一
一体
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M

二
@

州
一陥
一
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f
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一川
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参

fIi 1.¥!; 1::<1 ，1:， nn 20(悦).21(火)之7(刀)

'1'央・湖北地16:公民館 20(悦)、27()J) 

.fb の I~l ~ÝJ nn 21(火)、22(本).27()J) 

TIT民 プラ ザ 16(水)
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1時30分、水道局4階会設 室

炉問い合わぜ 教育委員会総務課

公共下水道使用世帯で井戸水をお使いの万
世帯人盟に菱更があった場合は届け出を

井戸水を使っている家庭て・.公

共下水道をご利用の場合 、下水 道

使用料として、使用人数に応じて

料金が掛かります。

惨使用m~十民万活 ( 1カ月分)

。井戸水のみの家庭

一1人あたり 6nf

。井戸水とよ水道併用の家庭

一・上水道使用iiH 1人あたり 3m' 

世務の人数に変更があった場合

には下水道使用料を変更しますの

で .連絡をお願いします。

炉連絡先 ・問い合わぜ 下水道課

管 理係fi(85l1111内線535

臨時給食調理員の登録を受けi~け
市内の小ー中学校で‘ 臨時給食

調理員として働いてみたい方の登

録を受け付けます。

険業務内 容 給食の調理、 給食室

の沼紛など (焚笛勤務で月10日程

度、 1日6時悶以内勤務)

惨賃 金 時給880円

..t采用条件 健康な50歳までの方

惨申し込み ・問い合わぜ 申込t!t

(教育委員会に用怠)に必要事項

を明記し‘ 3月24日(金)までに教

育委員会学校数奇録公(85)1151へ
直接持参

'おひさま保育室
ありんこ組入会説明会

親子で一緒に遊びませんか。

惨日時 3月23日(木)午前 10時

惨渇所 湖北台幼児教室おひさま

保育室 (湖北台 3の 1の 8) 

※箪での来場はご遠慮ください

炉問い合わぜ おひさま保育室会

(88)0 185(午前9閃から正午まで)

慢先的lこani止fFをRδれている也

女性週間記念講演会

惨日時 4月16日(8)午後 2筒か

ら3時30分 (参加無料)

砂i易所 さわやかちば県民プラサ-

bテーマ さあ生かそう女性の力

~ミレ二アムを追い風にして~

"Ma師 藤原房子 (財団法人日本

女子社会教育会理事長)

惨定員先着200人

惨申し込み・問い合わぜ 電話で

県女性センターfi(40)8602ヘ

第10目綿子市民合唱団「定腕奏会J

惨日時 ・1易所 4月23日(日)午後

28苦開演.市民会館

惨曲目 組曲「伊勢志摩」‘ミュ

ージカル「サウンド ・オブ ーミュ

ージックIn我孫子」合唱団演出他

惨入燭料 800円 (全席自由)

惨問い合わぜ 志賀まま(82)3826

不登校の「子どもの居場所」をつくる
ためのチャリティーコンサート“春に歌う"

惨日時・渇所 4月 8日(土)午後

2時間演、アミュゼ伯

惨出演 佐藤光政、奥野真理子

険入渇料 中学生以下2000同.大

人3000円 (当日券500円1mし)

惨入場券申し込み ・問い合わぜ
nフ....c..，

電話で能霊fi(44)1425ヘ

|小規模作業所ウインク遇所者 |
ウインクは、 心の病て・通院治療

を受けている 、在宅の女性を対象

とした作業所です。行事や作業

(技術の習得)をとおして.病気

による陣蓄を少しずつ改醤しなが

ら、 楽に生活していく力を身に付

け.個々の自立と社会復帰を目指

しています。

心がホッと休まる憩いのi~‘ウ

イングを一度見学に来ませんか。

惨燭崎 湖北台1の 11の18(湖北

駅南口から徒歩約3分)

炉問い合わぜ 小規模作業所ウイ

ング公(88)7460

|我孫子少年柔道教室会員i
b練習日 毎週木曜日午後 6時か

ら8時

惨I易所 白山中学校

砂対象 5 I窃から中学生まで

砂会質月額 1000円

惨申し込み・問い合わぜ 電話て・

浅野公(82)2841ヘ

|剣道連盟会員 |

砂練習日・ 燭所 毎週日曜 日午前

9時から 10時30分 、中央公民館

惨対象 小学校新 1年生以上の方

砂会貫 入会金 1000円.年会i21

万同 (前期後期に分けて納付)

砂申し込み・ 問い合わぜ ハガキ

に住所.氏名、年齢 (学年)、電

話番号、既得級 段位を明記し.

3月31日 (金必究涜でにつく

し野 1の?の16飯盛臨和合(83)06

98ヘ

|英会話会員 |

惨日時・渇市 毎週金曜日午後 1

時から3時 、市民会館

砂定員 5人 (先着11頂)

砂使用テキス ト 基礎英語3

砂会質 月額2500同

惨申し込み ・問い合わぜ 電話で

飴28(84)1246ヘ

この広報紙は再生紙を使用しています


